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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

　

十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
作
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
国
内
の
旅
の
記
録
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
並
び
、
子
供
や
青
年
を
主
人

公
と
す
る
「
周
遊
も
の
」
が
多
く
書
か
れ
た
。
少
年
た
ち
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
を
め
ぐ
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
と
経
験
を
重
ね
、
成

長
を
遂
げ
て
い
く
と
い
う
筋
書
き
の
物
語
や
読
み
物
は
、
子
供
向
け
の
絵
本
や
挿
絵
入
り
雑
誌
の
出
版
が
盛
ん
に
な
っ
た
十
九
世
紀
前
半

以
降
の
フ
ラ
ン
ス
で
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
成
功
を
収
め
た
の
は
、
小
学
校
中
級
の
教
材
と
し
て
そ
の
後
数
十
年
に
わ
た

り
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
Ｇ
・
ブ
リ
ュ
ノ
（
フ
イ
エ
夫
人
の
筆
名
）（G. Bruno / M

adam
e Fouillée, 1833 -1923

）
作
『
二
人

の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
一
周
』（Le T

our de la France par deux enfants, 1877

）
で
あ
る
。
革
命
後
の
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
地
理
、
歴

史
、
産
業
、
自
然
、
先
人
の
偉
業
を
、
普
仏
戦
争
に
よ
っ
て
故
郷
ロ
レ
ー
ヌ
を
追
わ
れ
た
二
人
の
孤
児
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
探
し
の
物

語
と
か
ら
め
て
紹
介
し
た
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
以
前
に
も
似
た
趣
向
の
教
育
的
な

作
品
群
が
存
在
し
、
二
十
世
紀
半
ば
に
か
け
て
三
〇
近
い
追
随
作
品
を
生
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
ほ
ぼ
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
児

フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

　

―
王
政
復
古
期
の
「
周
遊
も
の
」
か
ら

　
　
　

 
Ｇ
・
ブ
リ
ュ
ノ
『
二
人
の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
一
周
』
ま
で
―
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

童
文
学
の
傑
作
、
エ
ク
ト
ー
ル
・
マ
ロ
（H

ector M
alot, 1830 -1907

）
の
小
説
『
家
な
き
子
』（Sans fam

ille, 1878

）
も
、
こ
れ
に

類
す
る
作
品
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
。

　

本
研
究
で
は
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
表
象
に
関
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、『
二
人
の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
一
周
』
お
よ
び
『
家
な
き
子
』

を
一
連
の
「
周
遊
も
の
」
の
到
達
点
と
見
な
す
立
場
か
ら
、
個
々
の
具
体
的
な
作
品
の
分
析
を
通
し
て
、
そ
の
系
譜
と
変
遷
を
た
ど
っ
て

み
た
い
。
手
始
め
と
し
て
本
論
文
で
は
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
パ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
バ
ネ
ル
の
浩
瀚
な
研
究
の
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
作
品
群

を
起
点
と
し
て
、
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
勃
興
前
夜
の
人
々
の
移
動
や
旅
の
あ
り
よ
う
が
、
こ
う
し
た
書
物
の
中
に
ど
う
描
き
こ
ま
れ
て
い
る

か
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
の
国
民
意
識
の
高
ま
り
と
自
国
へ
の
ま
な
ざ
し
の
変
容
が
、
基
本
的
に
教
育
的
な
性
格
を
も
つ
「
周
遊

も
の
」
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
、
同
時
代
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
フ
ラ
ン
ス
案
内
書
な
ど
も
参
照

し
な
が
ら
検
証
し
て
い
く
。

　
「
旅
の
世
紀
」

　

十
九
世
紀
は
「
旅
の
世
紀
」
で
あ
る
。
国
境
を
越
え
る
旅
も
そ
れ
以
前
と
は
異
な
っ
て
商
人
や
宣
教
師
な
ど
の
専
売
特
許
で
は
な
く
な

り
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ヤ
ン
、
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
、
ゴ
ー
テ
ィ
エ
、
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
、
フ
ロ
ベ
ー
ル
な
ど
、
未
知
の
風
物
や
新
た
な
詩
的
霊
感

の
源
を
求
め
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
部
へ
、
オ
リ
エ
ン
ト
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
、
エ
ル
サ
レ
ム
、
エ
ジ
プ
ト
）
や
北
ア
フ
リ
カ

（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）
へ
と
旅
立
っ
た
作
家
は
多
い（

（
（

。
近
隣
の
ロ
ン
ド
ン
、
イ
タ
リ
ア
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ラ
イ
ン
河
畔
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
も
ま
た
、
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
旅
行
記
や
演
劇
作
品
に
豊
か
な
素
材
を
提
供
し
た
。
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

　

い
っ
ぽ
う
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
一
八
三
八
年
出
版
の
架
空
の
フ
ラ
ン
ス
旅
行
記
『
あ
る
旅
行
者
の
手
記
』（M

ém
oires d’un touriste, 

1838
）
の
冒
頭
で
、「
フ
ラ
ン
ス
旅
行
記
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に（

（
（

、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
ま
で
は
、
考
古
学
者

や
地
質
学
者
、
建
築
家
、
聖
職
者
、
官
吏
、
軍
人
な
ど
、
特
殊
な
目
的
を
も
っ
た
職
業
人
以
外
の
文
人
が
、
純
粋
な
観
光
や
保
養
を
目
的

に
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
を
旅
し
て
回
る
こ
と
は
そ
う
多
く
は
な
か
っ
た（

（
（

。
地
方
（province

）
は
ず
っ
と
、
い
く
つ
か
の
都
市
を
除
け
ば
、

文
化
の
中
心
か
ら
遠
く
離
れ
た
周
縁
で
あ
り
、
地
方
人
と
い
え
ば
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
コ
メ
デ
ィ
・
バ
レ
エ
『
プ
ル
ス
ニ
ャ
ッ
ク
氏
』

（M
onsieur de Pourceaugnac, 1669

）
に
登
場
す
る
リ
モ
ー
ジ
ュ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
、
プ
ル
ス
ニ
ャ
ッ
ク
氏
の
よ
う
に
愚
鈍
で
不
作
法

な
人
物
が
典
型
と
さ
れ
て
い
た
。
地
方
は
風
刺
の
対
象
で
は
あ
っ
て
も
「
詩
（
ポ
エ
ジ
ー
）」
と
は
無
縁
と
さ
れ
、
つ
ね
に
皮
肉
を
も
っ

て
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
る
の
が
常
だ
っ
た
。
地
方
が
文
学
上
の
テ
ー
マ
と
な
り
、
小
説
の
中
で
具
体
的
な
描
写
を
も
っ
て
書
き
分
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
研
究
家
ニ
コ
ル
・
モ
ゼ
に
よ
れ
ば
王
政
復
古
期
の
終
わ
り
ご
ろ
、
一
八
三
〇
年
ご
ろ
の
こ
と
で
あ

る（
（
（

。
ま
ず
は
風
俗
喜
劇
や
写
実
的
な
小
説
の
分
野
で
、
地
方
の
町
に
降
り
立
っ
た
パ
リ
ジ
ャ
ン
の
目
を
通
し
て
い
な
か
町
の
景
観
や
風
俗

が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り（

（
（

、
当
初
は
架
空
の
地
名
や
頭
文
字
（
イ
ニ
シ
ャ
ル
）、
あ
る
い
は
＊
（
ア
ス
テ
リ
ス
ク
）
に
よ
っ
て
表
さ

れ
て
い
た
都
市
の
名
が
、
し
だ
い
に
具
体
的
な
地
名
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く（

（
（

。
フ
ラ
ン
ス
を
舞
台
と
す
る
歴
史
小
説
や
、
旅
日
記
の
体

裁
を
と
っ
た
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ド
・
ジ
ュ
イ
（Étienne de Jouy, 1764 -1846

）
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、「
地
方
の
隠
者
」
シ
リ
ー
ズ

（L’H
erm

ite en province, ou observations sur les m
œ

urs et les usages français au com
m

encem
ent du X

IX
e siècle, 

1817 -1827, 14 vols

（
（
（

）
な
ど
を
経
て
、
七
月
王
政
期
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
小
説
で
は
ト
ゥ
ー
ル
、
イ
ス
ー
ダ
ン
、
サ
ン
セ
ー
ル
、
ア
ラ
ン

ソ
ン
、
ア
ン
グ
レ
ー
ム
な
ど
、
実
際
の
地
方
都
市
が
舞
台
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
異エ

グ
ゾ
チ
ス
ム

国
趣
味
（exotism

e

）
や
地
方
色
（la 

couleur locale

）
の
流
行（

（
（

が
ひ
と
段
落
し
た
と
き
、
小
説
家
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
に
新
た
な
素
材
を
見
出
し
た
。
と
り
わ
け
バ
ル
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

ザ
ッ
ク
に
と
っ
て
の
ト
ゥ
ー
レ
ー
ヌ
地
方
、
サ
ン
ド
に
と
っ
て
の
ベ
リ
ー
地
方
は
彼
ら
の
故
郷
で
あ
り
、
作
品
の
中
で
特
別
な
位
置
を
占

め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

小
説
の
場
合
、
ま
ず
は
作
品
の
主
題
や
筋
の
展
開
を
考
慮
し
て
舞
台
を
定
め
る
だ
ろ
う
し
、
実
際
の
旅
行
記
の
場
合
に
は
、
史
跡
監
察

官
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
各
地
を
根
気
強
く
ま
わ
っ
た
メ
リ
メ
の
よ
う
に
特
別
な
使
命
を
帯
び
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば（

（1
（

、
わ
ざ
わ
ざ
フ
ラ
ン
ス

を
一
周
す
る
ル
ー
ト
を
選
ぶ
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
王
政
復
古
期
は
い
ま
だ
馬
車
と
船
の
時
代
で
あ
り
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な

時
間
を
か
け
て
、
徒
歩
、
馬
、
乗
合
馬
車
、
川
舟
、
蒸
気
船
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段
を
乗
り
継
い
で
移
動
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

周
遊
も
の
の
作
者
が
、
教
育
的
な
意
図
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
地
域
や
都
市
に
触
れ
よ
う
と
思
え
ば
、
い
き
お
い
、
ル
ー
ト
は
人
工
的

に
な
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
作
品
な
ら
、
こ
じ
つ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
な
筋
書
き
上
の
工
夫
も
必
要
に
な
る
。
こ
こ
で
は
ル
ー
ト
と

物
語
の
運
び
に
着
目
し
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
周
遊
も
の
を
い
く
つ
か
の
型
に
分
類
し
て
み
よ
う
。

王
政
復
古
期
の
フ
ラ
ン
ス
周
遊
も
の
―
類
型
化
の
試
み

　

Ｇ
・
ブ
リ
ュ
ノ
作
『
二
人
の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
一
周
』
の
ル
ー
ト
に
典
型
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
（
図
版
１（

（1
（

）、
こ
の
時
期
の
周
遊

も
の
は
パ
リ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
東
部
に
か
け
て
の
地
域
を
起
点
と
し
、
時
計
回
り
に
回
る
も
の
が
多
い（

（1
（

。
こ
の
物
語
は
両
親
を
亡
く
し
た

ア
ン
ド
レ
（
十
四
歳
）
と
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
（
七
歳
）
の
幼
い
兄
弟
が
、
普
仏
戦
争
で
プ
ロ
イ
セ
ン
の
占
領
下
に
置
か
れ
た
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
か

ら
、
消
息
の
つ
か
め
な
い
父
の
弟
を
探
し
出
し
て
後
見
人
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
南
仏
に
向
か
い
、
再
会
を
果
た
し
た
あ
と
、
そ
の
叔

父
の
破
産
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
乗
り
越
え
て
故
郷
に
戻
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
回
復
す
る
ま
で
の
一
年
足
ら
ず
の
出
来
事
を
、
二
百
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

枚
を
超
す
図
版
や
地
図
を
添
え
て
描
い
て
い
る
。
兄
弟

は
徒
歩
で
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
山
脈
、
ジ
ュ
ラ
山
脈
に
沿
っ
て

南
下
し
、
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
馬
車
で

ロ
ー
ヌ
川
沿
い
の
マ
コ
ン
ま
で
出
て
、
内
陸
の
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
と
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
に
立
ち
寄
っ

た
あ
と
、
一
部
列
車
を
使
い
な
が
ら
ロ
ー
ヌ
川
沿
い
の

諸
都
市
（
リ
ヨ
ン
、
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
、

マ
ル
セ
イ
ユ
）
を
た
ず
ね
る
。
叔
父
の
フ
ラ
ン
ツ
が
マ

ル
セ
イ
ユ
に
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
二
人
は

海
路
と
運
河
で
ボ
ル
ド
ー
に
至
り
、
よ
う
や
く
叔
父
に

再
会
す
る
。
そ
の
後
一
行
は
船
で
大
西
洋
、
英
仏
海
峡

を
ま
わ
っ
て
ダ
ン
ケ
ル
ク
に
到
着
、
運
河
を
使
っ
て
ピ

カ
ル
デ
ィ
地
方
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
経
由
で
故
郷

の
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
に
戻
り
、
め
で
た
く
旅
の
目
的
を
果

た
す
が
、
財
産
回
復
の
手
続
き
の
必
要
が
生
じ
た
の
で

列
車
で
パ
リ
に
向
か
い
、
つ
い
で
に
立
ち
寄
っ
た
オ
ル

レ
ア
ネ
地
方
の
知
り
合
い
の
農
場
を
手
伝
う
こ
と
に

図版 1　ブリュノ『二人の子供のフランス一周』の行程
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

な
っ
て
、
そ
の
ま
ま
定
住
を
決
め
る（

（1
（

。
マ
ル
セ
イ

ユ
以
降
は
海
路
を
選
ん
だ
た
め
、
兄
弟
が
足
を
踏

み
入
れ
て
い
な
い
南
仏
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方
、

コ
ル
シ
カ
島
、
南
西
部
の
ピ
レ
ネ
ー
、
ア
キ
テ
ー

ヌ
地
方
、
西
部
の
ポ
ワ
ト
ゥ
・
シ
ャ
ラ
ン
ト
地

方
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
、

そ
し
て
と
り
わ
け
中
央
部
の
ロ
ワ
ー
ル
川
沿
い
に

つ
い
て
は
ご
く
簡
潔
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
こ
の
作
品
の
先
駆
と
目
さ
れ
る
フ

レ
ッ
セ
ル
夫
人
（com

tesse de Flesselles, 

17.. -1828

）
の
『
フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
若
者
た
ち
』

（Les jeunes voyageurs en France, 1822

） 

で

は
、
い
ま
は
六
人
の
子
の
父
親
に
な
っ
て
い
る

ト
ゥ
レ
ー
ヌ
地
方
在
住
の
男
性
が
若
い
頃
、
滞
在

先
の
リ
ヨ
ン
で
父
親
を
亡
く
し
、
四
才
下
の
弟
を

連
れ
て
時
計
回
り
に
フ
ラ
ン
ス
全
土
を
ま
わ
り

（
図
版
２
）、
商
人
と
し
て
の
修
業
を
つ
む
さ
ま
が

図版 2　フレッセル夫人『フランスを旅する若者たち』の行程（リヨン→パリ）
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

描
か
れ
て
い
る（

（1
（

。
途
中
、
サ
ン
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
近
郊
で
聖
職
者
の
手
に
一
時
託
さ
れ
る
弟
の
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
（
十
歳
）
は
別
と
し
て
、
主

人
公
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
（
十
四
歳
）
は
コ
ル
シ
カ
島
を
含
め
た
フ
ラ
ン
ス
全
県
を
踏
破
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
リ
ヨ
ン
か
ら
ボ
ル

ド
ー
ま
で
は
徒
歩
、
そ
れ
以
降
は
乗
合
馬
車
を
使
っ
た
足
か
け
八
年
間
の
旅
の
間
に
、
二
人
は
成
人
し
、
兄
は
伴
侶
を
見
つ
け
る
。
作
品

中
、
物
語
の
進
行
上
重
要
な
拠
点
と
な
る
都
市
が
い
く
つ
か
設
定
さ
れ
（
リ
ヨ
ン
、
サ
ン
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
、
ボ
ル
ド
ー
、
ル
ー
ア
ン
、
パ

リ
）、
そ
れ
以
外
の
都
市
に
つ
い
て
は
町
の
外
観
、
歴
史
、
産
業
、
名
所
旧
跡
、
自
然
の
景
観
、
住
民
の
気
質
や
土
地
の
風
俗
な
ど
、
全

般
的
な
記
述
に
終
始
し
て
い
る
。

グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー

　

そ
れ
に
対
し
、
同
様
に
「
青
少
年
に
捧
げ
る
」（O

uvrage dédié à la jeunesse

）
と
い
う
副
題
を
付
さ
れ
た
ジ
ュ
ー
ル
・
マ
ル
レ

（Jules M
arlès, ? -1850

頃
）
の
『
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
、
ま
た
は
若
き
旅
行
者
』（A

lfred ou le jeune voyageur, 1835

）
で
は
、
進
路

は
反
時
計
回
り
に
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
裕
福
な
独
身
貴
族
ド
ル
ヴ
ィ
ル
は
、
自
分
が
後
見
人
に
な
っ
て
い
る
腹
違
い
の
弟
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

（
十
六
歳
）
の
教
育
の
た
め
に
、
義
母
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
フ
ラ
ン
ス
一
周
の
旅
に
出
る
。
二
人
は
従
者
と
馬
車
を
と
も
な
っ
て
パ
リ

を
出
発
し
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
か
ら
大
西
洋
岸
を
ま
わ
り
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
一
部
を
馬
で
越
え
、
南
仏
か

ら
北
上
し
て
中
央
山
塊
方
面
に
大
き
く
迂
回
し
な
が
ら
、
東
部
を
ま
わ
っ
て
パ
リ
に
戻
る
。
結
果
と
し
て
、
コ
ル
シ
カ
島
を
含
む
三
つ
の

県
を
除
く
す
べ
て
の
地
域
に
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
レ
ッ
セ
ル
夫
人
の
著
作
と
同
様
、
経
路
は
か
な
り
入
り
組
ん
だ
人
工
的
な
も

の
と
な
る
。
各
都
市
の
記
述
の
内
容
は
フ
レ
ッ
セ
ル
夫
人
の
も
の
と
似
通
っ
て
い
る
が
、
非
人
称
的
な
叙
述
が
ひ
た
す
ら
続
く
前
者
に
比
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べ
、
マ
ル
レ
の
作
品
で
は
時
折
、
好
奇
心
旺
盛
な
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
と
義
兄
の
間
に
対
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
単
調
さ
が
回
避
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
ピ
レ
ネ
ー
越
え
の
場
面
で
は
馬
車
を
降
り
て
馬
に
乗
り
、
パ
リ
近
郊
で
は
町
を
よ
く
見
て
回
る
た
め
に
徒
歩
を
選
ぶ
な
ど
、
状

況
に
応
じ
て
登
場
人
物
た
ち
の
交
通
手
段
に
も
変
化
が
つ
け
ら
れ
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
増
し
て
い
る
。

　

年
代
的
に
は
や
や
遅
め
だ
が
、
マ
ル
レ
の
物
語
の
設
定
と
展
開
は
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
後
半
に
か
け
て
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
の

上
流
階
級
の
子
弟
た
ち
が
自
己
修
養
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
「
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
」
の
慣
習
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
グ
ラ
ン
ド
・
ツ

ア
ー
の
行
き
先
は
主
に
イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
で（

（1
（

、
十
代
後
半
の
青
年
た
ち
に
家
庭
教
師
役
の
大
人
が
付
き
添
い
、
数
ヶ
月
か
ら
数
年
の

期
間
を
か
け
て
目
的
地
を
馬
車
で
め
ぐ
り
、
大
陸
の
文
化
や
自
然
、
芸
術
、
遺
跡
、
社
交
界
に
直
接
触
れ
、
青
年
貴
族
と
し
て
の
た
し
な

み
や
教
養
を
身
に
つ
け
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
周
遊
旅
行
と
い
う
特
異
な
設
定
で
は
あ
る
が
、
マ
ル
レ
の
物
語
の

主
人
公
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
は
十
六
才
、
ま
さ
に
独
り
立
ち
を
目
前
に
し
た
年
齢
に
あ
り
、
ま
た
将
来
義
兄
の
ド
ル
ヴ
ィ
ル
の
財
産
を
受
け

継
ぐ
こ
と
に
な
る
そ
の
立
場
を
考
え
て
も
、
ガ
ロ
・
ロ
マ
ン
時
代
か
ら
今
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
の
痕
跡
を
た
ど
り
、
自
然
条
件
や
地

理
的
条
件
が
住
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
地
場
産
業
に
及
ぼ
す
影
響
を
眺
め
、
社
会
の
成
り
立
ち
や
矛
盾
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
い
う
体

験
は
貴
重
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
彼
の
そ
ば
に
は
墓
碑
銘
の
読
み
方
か
ら
鉱
物
の
名
称
ま
で
、
森
羅
万
象
に
通
じ
、
自
ら
の
後

継
者
と
な
る
義
弟
が
「
他
人
の
目
を
通
し
て
で
は
な
く
、
自
ら
の
理
性
に
よ
っ
て
人
や
物
を
判
断
で
き
る
よ
う
に（

（1
（

」
と
心
を
く
だ
く
、
愛

情
深
い
兄
が
い
る
。
熱
烈
な
愛
国
者
で
あ
る
ら
し
き
こ
の
兄
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
知
る
に
は
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
を
知
る
に

は
生
ま
れ
た
土
地
で
あ
る
パ
リ
か
ら
と
い
う
こ
と
で（

（1
（

、
ま
ず
は
セ
ー
ヌ
川
上
流
の
散
策
に
弟
を
誘
う
。
そ
し
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
ま
で
来
た

と
き
、
ド
ル
ヴ
ィ
ル
は
弟
に
自
分
の
目
で
見
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
促
す
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
は
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
パ
リ
近

郊
で
目
に
し
た
城
館
や
庭
園
は
、
お
そ
ら
く
裕
福
な
人
た
ち
の
所
有
に
な
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
も
の
を
持
た
な
い
庶
民
は
ど
う
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生
活
し
て
い
る
の
か
、
農
業
以
外
の
働
き
口
と
い
っ
て
も
、
こ
こ
に
は
工
場
だ
っ
て
ろ
く
に
な
い
で
は
な
い
か
と
。
ド
ル
ヴ
ィ
ル
は
弟

に
、
金
満
家
の
パ
リ
ジ
ャ
ン
の
田
園
生
活
へ
の
憧
れ
が
、
郊
外
の
住
人
た
ち
か
ら
貴
重
な
土
地
と
収
入
源
を
奪
っ
て
い
る
実
態
を
話
し
て

聞
か
せ
る（

（2
（

。
こ
れ
以
降
、
社
会
の
不
平
等
と
土
地
の
有
効
活
用
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
は
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
旅
の
教
育
的
効
果
と
い
う
も
の
が
、
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
一
節
で
あ
る
。

　

遍
歴
職
人
の
旅

　

と
こ
ろ
で
J.-

P.
バ
イ
ヤ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
南
を
経
由
し
て
東
か
ら
西
へ
時
計
回
り
に
回
る
と
い
う
ル
ー
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的

な
コ
ン
パ
ニ
オ
ナ
ー
ジ
ュ
（
遍
歴
職
人
の
旅
）
の
行
程
で
あ
る
と
い
う（

（2
（

。
コ
ン
パ
ニ
オ
ナ
ー
ジ
ュ
と
は
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
前
半

に
か
け
て
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
印
刷
工
や
指
物
職
人
、
ガ
ラ
ス
職
人
な
ど
、
職
人
組
合
に
属
す
る
職
人
た
ち
が
、
職
人
宿
の
あ
る
町

か
ら
町
へ
と
移
動
し
な
が
ら
行
く
先
々
の
親
方
の
工
房
に
入
り
、
一
定
期
間
修
業
を
積
み
、
腕
を
み
が
く
と
い
う
制
度
で
あ
る（

（2
（

。
期
間
は

長
い
場
合
に
は
数
年
に
及
び
、旅
先
で
親
方
資
格
を
得
て
独
立
す
る
者
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
ア
グ
リ
コ
ル
・
ペ
ル
デ
ィ
ギ
エ
（A

gricole 

Perdiguier, 1805 -1875

）
と
い
う
指
物
職
人
が
い
る
。
職
人
組
合
の
実
態
を
初
め
て
文
字
化
し
た
著
書
『
職
人
組
合
の
書
』（Livre 

du Com
pagnonage, 1839

）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
活
動
家
で
、
こ
の
こ
ろ
ピ
エ
ー
ル
・
ル
ル
ー
の
社
会
主
義
思
想
に
傾
倒
し
て
い
た

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
が
支
援
し
、
彼
女
自
身
も
触
発
さ
れ
て
指
物
職
人
を
主
人
公
と
す
る
『
フ
ラ
ン
ス
遍
歴
の
職
人
た
ち
』（Le 

Com
pagnon du T

our de France, 1840

）
を
書
い
た
。
こ
の
ペ
ル
デ
ィ
ギ
エ
が
若
い
時
分
に
四
年
半
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
フ
ラ
ン
ス

遍
歴
の
旅
に
つ
い
て
、
喜
安
朗
が
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
十
八
世
紀
ま
で
に
整
え
ら
れ
た
主
要
街
道
に
沿
っ
て
、
出
身
地
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の
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
か
ら
ソ
ー

ヌ
・
ロ
ー
ヌ
川
、
ガ
ロ
ン
ヌ

川
、
ロ
ワ
ー
ル
川
に
沿
っ
て
時

計
回
り
に
、
県
都
や
そ
れ
に
準

ず
る
都
市
を
巡
っ
て
い
る
の
が

わ
か
る（

（2
（

（
図
版
３
）。
旅
の
基

本
は
徒
歩
で
、
各
都
市
に
あ
る

組
合
の
職
人
宿
が
旅
の
安
全
を

確
保
し
、
職
の
世
話
も
し
て
く

れ
る
。
た
だ
し
ペ
ル
デ
ィ
ギ
エ

は
図
版
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

大
型
乗
合
馬
車
（
デ
ィ
リ
ジ
ャ

ン
ス
） 

や
船 

（
川
、 

運
河
、 

海
）

も
頻
繁
に
利
用
し
、
旅
の
効
率

化
を
は
か
る
一
方
、
ラ
ン
グ

ド
ッ
ク
地
方
の
一
部
で
は
風
景

を
楽
し
む
た
め
に
わ
ざ
と
街
道

図版 3　指物職人ペルディギエの行程
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か
ら
逸
れ
、
浜
辺
を
探
索
す
る
と
い
う
モ
ダ
ン
な
感
性
も
の
ぞ
か
せ
て
い
る（

（2
（

。
こ
う
し
た
旅
の
大
き
な
特
徴
は
、
職
人
組
合
の
勢
力
の
強

い
フ
ラ
ン
ス
の
南
半
分
（
ロ
ワ
ー
ル
地
方
、
ポ
ワ
ト
ゥ
・
シ
ャ
ラ
ン
ト
地
方
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
地
方
、
ミ
デ
ィ
・
ピ
レ
ネ
ー
地
方
、
ラ
ン
グ

ド
ッ
ク
・
ル
シ
ヨ
ン
地
方
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
、
ロ
ー
ヌ
・
ア
ル
プ
地
方
）
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
リ
ュ
ッ
ク
・
ブ
ノ

ワ
に
よ
れ
ば
、
遍
歴
の
旅
は
リ
ヨ
ン
を
出
発
点
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
リ
ヨ
ン
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ボ
ル
ド
ー
、
ナ
ン
ト
、
オ
ル
レ
ア
ン
の

五
つ
の
宿
駅
は
欠
か
せ
な
い（

（2
（

。
フ
ラ
ン
ス
北
部
や
北
東
部
が
ル
ー
ト
か
ら
除
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
土
地
で
は
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ド

ル
地
方
や
ド
イ
ツ
を
起
源
と
す
る
ギ
ル
ド
制
度
の
影
響
が
強
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る（

（2
（

。『
二
人
の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
一
周
』

の
コ
ー
ス
は
、
そ
の
意
味
で
は
や
や
北
に
偏
っ
た
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
（
フ
ァ
ル
ス
ブ
ー
ル
）
か
ら
始
め
ら
れ
、
フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
地
方

に
向
か
っ
て
南
下
す
る
形
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
区
間
は
兄
の
ア
ン
ド
レ
が
錠
前
職
人
と
し
て
の
修
業
を
し
て
い
る
部
分
に
相
当
す
る（

（2
（

。

た
だ
し
二
人
は
職
人
宿
を
転
々
と
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
つ
て
を
頼
っ
て
土
地
の
職
人
夫
妻
の
家
や
農
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
り
、
安
い

旅
籠
に
泊
ま
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
言
え
ば
遍
歴
職
人
の
旅
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
ボ
ル
ド
ー
か
ら
ダ
ン
ケ
ル

ク
ま
で
は
海
路
を
選
ん
だ
た
め
に
、
ロ
ワ
ー
ル
地
方
が
ル
ー
ト
か
ら
抜
け
て
い
る
。
最
終
的
に
、
ア
ン
ド
レ
は
叔
父
と
弟
と
と
も
に
身
を

落
ち
着
け
た
オ
ル
レ
ア
ネ
地
方
の
農
場
近
く
の
町
で
、
農
場
を
手
伝
い
つ
つ
錠
前
職
人
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
が（

（2
（

、
増
補
版
で
付
け
加

え
ら
れ
た
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
に
は
、
農
場
主
の
ギ
ヨ
ー
ム
の
娘
た
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
た
ア
ン
ド
レ
（
四
十
七
歳
）
と
ジ
ュ
リ
ヤ
ン

（
四
〇
歳
）
が
、
農
場
の
拡
大
の
た
め
に
と
も
に
汗
を
流
す
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
職
人
と
し
て
の
ア
ン
ド
レ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

と
も
あ
れ
、
物
語
冒
頭
で
喪
服
を
着
た
二
人
の
兄
弟
が
「
旅
行
用
の
小
さ
な
包
み
を
し
っ
か
り
結
わ
え
、
棒
で
肩
に
か
つ
い
で（

（2
（

」
歩
い

て
い
く
姿
は
（
図
版
４
）、「
杖
の
先
に
包
を
つ
け
て
肩
に
か
つ
ぐ
と
い
う
旅
す
る
巡
歴
職
人
の
ス
タ
イ
ル（

（3
（

」
に
よ
く
似
て
い
る
。
産
業
革
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命
の
進
展
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
工
業
は
家
内
工
業
的

な
手
工
業
か
ら
近
代
的
な
重
工
業
へ
と
重
点
を
移
し
つ

つ
あ
っ
た
。
近
代
的
な
製
法
に
よ
り
作
ら
れ
た
鉄
に
熟

練
の
手
を
加
え
て
製
品
に
仕
立
て
る
錠
前
職
人
は
、
蹄

鉄
工
や
刃
物
職
人
な
ど
と
と
も
に
、
い
わ
ば
古
い
フ
ラ

ン
ス
と
近
代
化
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
と
を
つ
な
ぐ
存
在
で

あ
り
、
こ
う
し
た
若
者
が
物
識
り
の
年
長
者
（
行
商
人

ジ
ェ
ル
タ
ル
氏
）
に
連
れ
ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
随
一
と

目
さ
れ
た
ニ
ヴ
ェ
ル
ネ
地
方
の
ル
・
ク
ル
ー
ゾ
（Le 

Creusot

）
の
巨
大
な
溶
鉱
炉
を
目
を
輝
か
せ
て
眺
め

る
さ
ま
は
、
そ
の
意
味
で
象
徴
的
で
あ
る（

（3
（

。

行
商
人
の
旅

　

ア
ン
ド
レ
の
職
業
教
育
が
し
ば
し
ば
中
断
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
の
は
、
彼
ら
の
フ
ラ
ン
ス
周
遊
の
第
一
の
目

的
が
行
方
不
明
の
叔
父
を
探
し
出
す
こ
と
だ
っ
た
か
ら

図版 4　ブリュノ『二人の子供のフランス一周』第二章挿絵
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

で
あ
り
、
さ
ら
に
叔
父
に
再
会
し
て
か
ら
は
、
二
十
年
分
の
貯
蓄
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
気
の
毒
な
叔
父
の
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
お
金
を

使
わ
ず
、
故
郷
フ
ァ
ル
ス
ブ
ー
ル
に
戻
る
方
法
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
ブ
ザ
ン
ソ
ン
か
ら
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
ま
で
行
商
の
手
伝

い
を
し
て
い
た
の
も
、
そ
う
い
っ
た
理
由
に
よ
る
。
と
こ
ろ
で
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ナ
ー
ジ
ュ
ほ
ど
組
織
化
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
行
商

（colportage
）
の
世
界
も
ま
た
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
以
前
の
時
代
か
ら
、
パ
リ
や
地
方
の
都
市
を
相
互
に
結
ぶ
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
っ
て
い
た
。
扱
う
商
品
は
本
・
版
画
類
と
、
そ
れ
以
外
の
商
品
に
大
別
さ
れ
る
。
行
商
人
は
各
地
の
本
屋
や
物
資
の
産
地
で
品
物

を
仕
入
れ
、
顧
客
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
大
き
な
荷
を
背
負
っ
て
全
国
を
わ
た
り
歩
い
た（

（3
（

。
本
の
道
徳
的
、
宗
教
的
な
内
容
に
対
す
る
取
り

締
ま
り
は
ル
イ
十
四
世
の
治
世
以
降
、
厳
し
く
な
る
一
方
だ
っ
た
の
で（

（3
（

、
本
の
行
商
人
は
本
以
外
の
商
品
も
あ
わ
せ
て
扱
い
、
小
間
物
商

も
土
地
の
名
産
品
な
ど
、
付
加
価
値
が
高
く
需
要
の
多
い
品
物
を
専
門
的
に
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
ー
フ
ィ
ネ
地
方
で
は
眼
鏡
や

種
子
や
花
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
で
は
ワ
イ
ン
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る（

（3
（

。
ジ
ェ
ル
タ
ル
氏
が
ア
ン
ド
レ
と
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
か
ら
預
か
っ

た
お
金
で
購
入
し
た
の
は
チ
ー
ズ
、
パ
ス
タ
、
鶏
肉
な
ど
の
食
品
や
、
レ
ー
ス
や
編
み
靴
下
な
ど
の
小
間
物
、
刃
物
や
時
計
な
ど
の
実
用

品
が
中
心
で（

（3
（

、
そ
れ
ら
を
ジ
ュ
ラ
山
脈
の
ジ
ェ
ク
ス
（Gex

）、
マ
コ
ン
（M

âcon

）、
リ
ヨ
ン
と
い
っ
た
近
隣
の
市
で
売
り
さ
ば
く（

（3
（

。

ジ
ェ
ル
タ
ル
氏
は
ふ
た
り
に
行
商
の
手
ほ
ど
き
を
し
、
商
売
の
こ
つ
も
教
え
る
。
た
と
え
ば
、
ワ
イ
ン
の
取
引
の
多
い
ジ
ェ
ク
ス
の
市

で
、
ぶ
ど
う
の
収
穫
で
農
家
が
忙
し
い
時
期
に
、
隣
の
県
で
仕
入
れ
た
質
の
よ
い
ブ
レ
ッ
ス
鶏
を
大
量
に
持
ち
こ
め
ば
、
大
き
な
収
益
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
二
人
は
氏
の
教
え
を
忠
実
に
守
り
、
客
の
値
切
り
交
渉
を
断
固
拒
否
し
て
大
き
な
利
益
を
得
る
。
し

か
も
あ
る
顧
客
の
婦
人
に
商
品
を
届
け
た
際
に
お
つ
り
を
一
フ
ラ
ン
余
計
に
も
ら
い
す
ぎ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
は
、
疲
れ
た

足
を
引
き
ず
っ
て
婦
人
の
も
と
に
引
き
返
し
、
そ
の
ご
褒
美
に
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
偉
人
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
受
け
取
る（

（3
（

。
こ
の
本

は
の
ち
の
ち
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
に
と
っ
て
、
貴
重
な
独
学
の
教
材
と
な
る
と
と
も
に
、
読
者
に
と
っ
て
も
、
二
人
が
足
を
踏
み
入
れ
な
か
っ
た
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

地
域
に
つ
い
て
の
情
報
源
と
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
行
商
人
修
業
の
効
用
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
大
き
い
。

　

ジ
ェ
ル
タ
ル
氏
は
ジ
ュ
ラ
地
方
の
出
身
で
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
、
ロ
ー
ヌ
川
中
流
域
を
活
動
範
囲
に
お
さ

め
て
お
り（

（3
（

、
移
動
距
離
か
ら
す
る
と
中
規
模
の
行
商
人
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
周
遊
も
の
の
中
に
は
、
ほ
か
に
も
行
商
を

テ
ー
マ
と
す
る
作
品
が
あ
る
。
た
と
え
ば
Ｍ
・
Ａ
・-

Ｅ
・
ド
・
サ
ン
ト
（M

.A
.-E. de Saintes 

（A
lexis Eym

ery

の
筆
名
）, 1774 -

1854

）
の
『
ジ
ャ
ン
と
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
、
ま
た
は
小
さ
な
行
商
人
た
ち
』（Jean et Julien ou les Petits colporteurs, 1831

）
は
、
ピ

レ
ネ
ー
地
方
の
小
さ
な
町
モ
ル
ラ
ア
（M

orlaas

）
の
十
三
歳
と
十
一
歳
の
孤
児
の
兄
弟
が
、
人
々
の
善
意
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
行
商
人

と
し
て
成
長
し
、
そ
の
過
程
で
失
踪
し
て
い
た
父
親
を
捜
し
当
て
る
と
い
う
、
典
型
的
な
教
養
小
説
で
あ
る（

（3
（

。
兄
の
ジ
ャ
ン
は
父
親
が
失

踪
し
た
あ
と
、
い
っ
た
ん
弟
を
置
い
て
あ
る
研
ぎ
職
人
と
と
も
に
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
地
方
一
帯
を
ま
わ
り
、
商
売
の
し
き
た
り
と
読
み
書
き

を
身
に
つ
け
る
。
そ
の
後
故
郷
に
戻
り
、
弟
と
連
れ
だ
っ
て
行
商
の
旅
に
出
る
。

　

ア
キ
テ
ー
ヌ
盆
地
の
モ
ン
ト
バ
ン
（M

ontauban

）
か
ら
ア
ジ
ャ
ン
（A

gen

）
に
向
か
っ
て
い
た
と
き
、
二
人
は
森
の
中
で
森
番
の

男
に
出
会
い
、
ひ
と
晩
の
宿
を
提
供
し
て
も
ら
う
（
図
版
５
）。
そ
の
縁
で
、
森
番
が
仕
え
る
領
主
の
館
に
連
れ
て
行
か
れ
た
二
人
は
、

翌
日
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
景
品
と
し
て
手
持
ち
の
品
を
す
べ
て
買
い
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
が
、
折
し
も
屋
敷
で
火
事
が
発
生
し
、

ジ
ャ
ン
は
命
の
危
険
も
顧
み
ず
、
領
主
夫
妻
の
三
人
の
子
供
た
ち
を
炎
の
中
か
ら
救
い
出
す
。
夫
妻
は
兄
弟
に
深
く
感
謝
し
、
し
ば
ら
く

屋
敷
に
住
ま
わ
せ
た
あ
と
、
上
等
な
衣
類
と
新
品
の
幌
つ
き
馬
車
、
そ
し
て
燃
え
て
し
ま
っ
た
商
品
の
か
わ
り
に
三
千
数
百
フ
ラ
ン
相
当

の
品
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
ア
ジ
ャ
ン
の
市
で
そ
れ
ら
の
品
を
売
り
さ
ば
き
、
大
き
な
利
益
を
得
た
二
人
は
、
そ
の
後
三
年
間
に
わ

た
っ
て
ボ
ル
ド
ー
、
ギ
ブ
レ
ー
（Guibray

）、
ボ
ー
ケ
ー
ル
（Beaucaire
）
と
い
っ
た
名
高
い
大
市
を
渡
り
歩
く（

（4
（

。
そ
の
間
、
フ
ラ
ン

ド
ル
の
布
地
を
扱
う
ピ
エ
ー
ル
と
い
う
名
の
中
年
の
行
商
人
と
知
り
合
い
、
こ
の
教
養
と
信
仰
を
兼
ね
備
え
た
人
物
を
父
の
ご
と
く
慕
う
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ラ
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を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

よ
う
に
な
る
。
ボ
ー
ケ
ー
ル
の
市
で
大
事

な
売
り
物
の
リ
ボ
ン
と
売
上
金
の
入
っ
た

箱
を
盗
ま
れ
た
り
、
船
で
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン

ま
で
遡
ろ
う
と
し
て
転
覆
事
故
に
あ
っ
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞

わ
れ
な
が
ら
も
、
三
人
は
リ
ヨ
ン
、
モ
ン

ト
ロ
ー
（M

ontereau

）
を
経
て
パ
リ
に

到
着
。
一
週
間
観
光
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
、
ロ
ワ
ー
ル
地

方
、
シ
ャ
ラ
ン
ト
地
方
を
経
て
故
郷
の
モ

ル
ラ
ア
に
戻
る
。
す
る
と
今
ま
で
二
人
を

ず
っ
と
見
守
っ
て
き
た
ピ
エ
ー
ル
が
、
か

つ
て
失
踪
し
た
父
親
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
家
族
の
絆
を
取
り
戻
し
た
三
人
は
自

宅
を
買
い
戻
し
て
店
を
開
き
、
一
家
で
幸

せ
に
暮
ら
す
、
と
い
う
の
が
大
ま
か
な
筋

で
あ
る
。

図版 5　サント『ジャンとジュリヤン』扉挿絵
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

　

兄
弟
の
う
ち
、
弟
の
名
が
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
で
あ
る
こ
と
、
兄
が
火
事
の
際
に
子
供
を
救
い
出
す
こ
と
、
暗
い
森
の
中
を
兄
弟
が
さ
ま
よ
う

冒
頭
の
場
面
な
ど
、
こ
の
物
語
に
は
後
年
の
『
二
人
の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
一
周
』
と
の
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
、
カ
バ
ネ
ル
が

指
摘
し
て
い
る（

（4
（

。
さ
ら
に
森
の
利
用
価
値
、
瓦
作
り
の
工
程
や
商
業
都
市
モ
ン
ト
ロ
ー
の
歴
史
な
ど
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
教
育
的
な
解
説

の
章
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
り（

（4
（

、
船
の
転
覆
事
故
で
助
け
出
さ
れ
た
り（

（4
（

、
結
果
と
し
て
「
父
探
し
」
の
物
語
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
フ

イ
エ
夫
人
（
ブ
リ
ュ
ノ
）
と
の
類
縁
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
兄
弟
は
年
に
一
度
、
ま
た
は
場
所
に
よ
っ
て
は
毎
月
開
か
れ
る
大
市
（foire: 

年
市
、
定
期
市
と
も
訳
さ
れ
る
）
を
ま
わ
り
、
手
芸
材
料
、
リ
ボ
ン
、
金
物
、
刃
物
な
ど
を
売
る
。
火
事
で
焼
け
た
商
品
の
か
わ
り
に
彼

ら
が
領
主
夫
妻
か
ら
受
け
取
っ
た
品
の
中
に
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
鋏
、
ド
イ
ツ
の
小
刀
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
小
型
の
鏡
［
…
］
バ
ラ
の
花
飾

り
、
縁
飾
り（

（4
（

」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
証
明
書
を
持
っ
た
業
者
は
市
の
会
場
に
場
所
を
割
り
当
て
ら
れ
、
期
間
中
、
近
く
の
宿
屋
に
寝

泊
ま
り
し
な
が
ら
、
シ
ー
ツ
と
竿
を
組
み
立
て
た
簡
易
屋
台
で
商
売
を
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（4
（

。
そ
し
て
商
売
を
終
え
た
あ
と
は
売
上
金
の

一
部
を
銀
行
に
預
け
、
新
た
に
近
隣
で
商
品
を
仕
入
れ
、
売
り
さ
ば
く
、
そ
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
リ
ヨ
ン
の
よ
う
に
、
週
市
（m

arché

）

と
大
市
と
が
両
方
行
わ
れ
る
都
市
も
あ
っ
た
が
、
原
則
と
し
て
大
市
は
年
に
一
度
の
開
催
な
の
で
、
こ
こ
を
根
拠
に
活
動
す
る
商
人
の
生

活
は
い
わ
ば
季
節
移
動
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る（

（4
（

。
馬
車
に
荷
を
積
み
こ
ん
で
大
市
か
ら
大
市
へ
と
移
動
す
る
ジ
ャ
ン
と
ジ
ュ
リ
ヤ

ン
の
活
動
範
囲
は
フ
ラ
ン
ス
の
広
域
に
及
ぶ
が
、『
二
人
の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
一
周
』
の
ア
ン
ド
レ
と
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
の
行
商
の
パ
タ
ー
ン

に
近
い
の
は
、
む
し
ろ
冒
頭
で
挙
げ
た
フ
レ
ッ
セ
ル
夫
人
の
『
フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
若
者
た
ち
』
の
ほ
う
か
も
し
れ
な
い
。
リ
ヨ
ン
で
父

親
の
急
死
に
見
舞
わ
れ
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
と
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
は
、
そ
の
遺
産
を
元
手
に
、
近
隣
の
土
地
で
当
座
し
の
ぎ
の
買
い
つ
け
と
販

売
を
繰
り
返
す
。
リ
ヨ
ン
で
絹
の
靴
下
と
ネ
ク
タ
イ
を
購
入
し
、
コ
ル
シ
カ
島
で
さ
ん
ご
を
買
い
付
け
て
マ
ル
セ
イ
ユ
で
加
工
用
に
売

り
、
ボ
ー
ケ
ー
ル
の
大
市
で
絹
製
品
を
売
っ
た
お
金
で
香
辛
料
を
買
い
込
み
、
ル
・
ピ
ュ
イ
（Le Puy

）
で
は
レ
ー
ス
を
購
入
す
る（

（4
（

。
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ラ
ン
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を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

徒
歩
で
の
行
商
で
、
し
か
も
弟
は
ま
だ
十
歳
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
重
い
も
の
、
か
さ
の
あ
る
も
の
は
運
べ
な
い
と
い
う
制
限
の
も
と
、

商
才
に
恵
ま
れ
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
は
、
父
親
の
遺
し
た
資
産
を
倍
に
ま
で
増
や
す
こ
と
に
成
功
す
る
。
た
だ
、
ボ
ー
ケ
ー
ル
の
市
で
不
覚

に
も
中
東
や
ア
フ
リ
カ
起
源
の
き
ら
び
や
か
な
品
々
に
目
を
く
ら
ま
さ
れ
、
ず
っ
し
り
と
重
い
香
辛
料
を
買
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と

で
、
援
助
を
申
し
出
た
イ
ポ
リ
ー
ト
と
い
う
少
年
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
少
年
が
た
い
へ
ん
な
食
わ
せ
者
で
あ
っ

た
こ
と
が
の
ち
に
判
明
す
る（

（4
（

。

　

ち
な
み
に
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
は
そ
の
後
、
恩
人
の
世
話
し
て
く
れ
た
ボ
ル
ド
ー
の
商
社
に
雇
わ
れ
、
そ
こ
の
出
張
販
売
員
（com

m
is-

voyageur

）
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
る（

（4
（

。
以
後
は
馬
車
を
用
い
、資
金
と
信
用
状
を
手
に
、フ
ラ
ン
ス
各
地
の
取
引
先
（correspondant

）

を
順
次
回
る
と
い
う
セ
ー
ル
ス
マ
ン
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
の
転
身
は
、
行
商
の
形
態
そ
の
も
の
が
急

激
に
衰
退
し
、
か
わ
り
に
出
張
販
売
員
と
い
う
職
業
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
、
世
紀
半
ば
以
降
の
流
れ
を
先
取
り
し
て
い
る
よ
う
で
興
味

深
い（

（5
（

。
か
つ
て
の
自
営
行
商
人
は
今
や
特
定
の
商
社
の
専
属
社
員
と
な
り
、
会
社
の
決
め
た
ル
ー
ト
に
従
っ
て
取
引
先
を
ま
わ
り
、
商
談

を
ま
と
め
る
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
は
そ
う
し
た
取
引
先
の
ひ
と
つ
、
ル
ー
ア
ン
の
卸
売
り
業
者
の
娘
と
結
婚
し
、
雇
用
主
の
会
社
の
経
営
を

ま
か
さ
れ
て
裕
福
な
事
業
主
と
な
る
。

　

ブ
リ
ュ
ノ
の
『
二
人
の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
一
周
』
の
執
筆
年
は
一
八
七
七
年
。
フ
レ
ッ
セ
ル
夫
人
の
著
作
（
一
八
二
二
）
や
『
ジ
ャ
ン

と
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
、
ま
た
は
小
さ
な
行
商
人
た
ち
』（
一
八
三
一
）
よ
り
も
半
世
紀
近
く
後
で
あ
る
。
執
筆
時
期
の
隔
た
り
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
描
か
れ
た
職
人
と
行
商
人
の
旅
の
様
相
に
は
あ
ま
り
差
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、『
二
人
の
子
供
の

フ
ラ
ン
ス
一
周
』
の
ほ
う
に
は
普
仏
戦
争
敗
北
の
余
波
が
色
濃
く
刻
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
兄
弟
が
道
中
鉄
道
を
利
用
す
る
な
ど
、
国
民
生

活
の
近
代
化
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。
た
だ
、
勤
勉
、
実
直
、
相
互
扶
助
の
モ
ラ
ル
を
旨
と
す
る
ブ
リ
ュ
ノ
の
物
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

語
が
、
主
に
ひ
と
昔
前
の
レ
ト
ロ
な
フ
ラ
ン
ス
を
念
頭
に
お
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
遍
歴
職
人
の
旅
も
行
商
の
文
化
も
衰
退
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
た
世
紀
後
半
に
は
、
あ
る
種
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

「
ピ
ト
レ
ス
ク
な
旅
」
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
主
人
公
た
ち
が
フ
ラ
ン
ス
の
ほ
ぼ
全
県
を
踏
破
す
る
フ
レ
ッ
セ
ル
夫
人
の
『
フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
若
者
た

ち
』
や
マ
ル
レ
『
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
、
ま
た
は
若
き
旅
行
者
』
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
作
品
で
は
、
い
き
お
い
物
語
内
容
と
各
地
に
つ
い
て
の

記
述
の
関
連
が
薄
く
な
る
。
ペ
ー
ジ
を
追
う
に
つ
れ
、
旅
は
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
歴
史
、
景
観
、
建
造
物
、
産
業
な
ど
、
基
本
的
な
情
報
を

提
供
す
る
た
め
の
言
い
訳
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ル
レ
の
作
品
の
よ
う
に
、
知
的
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
た
青
年
を
聞
き

手
に
設
定
す
る
場
合
で
も
、
語
り
の
平
板
さ
は
免
れ
が
た
い
。
世
紀
半
ば
に
な
る
と
、
後
に
触
れ
る
タ
ス
ト
ゥ
夫
人
（M

adam
e de 

T
astu, 1798 -1885

）
の
『
フ
ラ
ン
ス
旅
行
』（V

oyage en France, 1846

）
や
、
レ
ヴ
ィ=

ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
マ
ニ
ュ

エ
ル
（Ernest Lévi-A
lvarès et Eugène M

anuel
）
共
著
の
『
フ
ラ
ン
ス
、
全
学
校
向
け
の
一
般
読
本
』（La France. Livre de 

lecture courante pour toutes les écoles, 1854 -1857
）
の
よ
う
に
、
教
材
用
に
特
化
し
た
読
本
が
出
て
く
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
過

渡
的
な
作
品
は
あ
っ
た
。

　

フ
レ
ッ
セ
ル
夫
人
の
著
作
と
同
年
の
一
八
二
一
年
に
出
た
コ
ン
ス
タ
ン
・
タ
イ
ヤ
ー
ル
（Constant T

aillard, 1791- ?

）
ほ
か
一
名

著
の
『
若
き
旅
行
者
た
ち
、
ま
た
は
散
文
と
韻
文
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
手
紙
』（Les jeunes voyageurs ou Lettres sur la 

France en prose et en vers, 1821

）
は
、
章
の
構
成
が
県
ご
と
に
な
っ
て
お
り
、
全
六
巻
で
す
べ
て
の
県
を
網
羅
す
る
と
い
う
、
今
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

ま
で
見
て
き
た
物
語
要
素
の
強
い
周

遊
も
の
よ
り
も
い
っ
そ
う
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い

る（
（5
（

。
章
の
冒
頭
に
は
主
人
公
の
青
年

が
描
い
た
と
さ
れ
る
、
そ
の
県
の
地

図
と
名
産
品
、
有
名
な
建
造
物
や
出

身
の
著
名
人
の
名
前
を
組
み
合
わ
せ

た
装
飾
的
な
挿
画
（vignette
）
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
第
二

巻
の
「
コ
ー
ト
・
ド
ー
ル
県
」
の
章

の
扉
絵
で
は
、
県
の
地
図
を
中
心

に
、
ビ
ュ
フ
ォ
ン
、
ボ
シ
ュ
エ
、

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
・
ド
ノ
ン
、
ク
レ
ビ
ヨ

ン
・
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
著
名
人
の
名

を
記
し
た
フ
ラ
ッ
グ
や
月
桂
冠
が
周

り
を
囲
み
、
名
産
品
の
ワ
イ
ン
と
マ

ス
タ
ー
ド
に
ち
な
ん
だ
ぶ
ど
う
の
木

図版 6　コンスタン・タイヤールほか『若き旅行者たち、または散文と韻文による
フランスについての手紙』第四巻「ブルゴーニュ」の章の扉絵 　
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

と
ワ
イ
ン
の
瓶
、
マ
ス
タ
ー
ド
の
壺
の
絵
な
ど
が
配
さ
れ
て
い
る
（
図
版
６
）。
内
容
的
に
は
、
兵
役
を
終
え
て
パ
リ
に
戻
っ
て
き
た
二

十
四
歳
の
青
年
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
が
、
父
親
か
ら
従
妹
の
ロ
ー
ル
を
い
い
な
づ
け
と
し
て
与
え
ら
れ
る
が
、
ま
だ
結
婚
年
齢
に
は
早
い
の
で

し
ば
ら
く
旅
に
出
て
見
聞
を
積
む
よ
う
に
言
わ
れ
、
こ
の
い
さ
さ
か
強
権
的
な
父
親
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
す
ぐ
さ
ま
馬
車
に
乗
り
込

み
、
フ
ラ
ン
ス
四
十
八
県
を
ま
わ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（5
（

。
ロ
ー
ル
に
手
紙
を
書
く
こ
と
だ
け
は
許
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス

は
ソ
ン
ム
県
（
県
都
ア
ミ
ア
ン
）
を
皮
切
り
に
、
行
く
先
々
の
県
の
人
口
、
著
名
人
、
地
名
の
由
来
、
土
地
の
風
俗
、
産
業
、
歴
史
、
名

所
旧
跡
な
ど
を
ロ
ー
ル
に
書
き
綴
る
。
賢
明
な
ロ
ー
ル
は
そ
の
手
紙
を
熟
読
し
、
未
来
の
夫
を
鼓
舞
す
る
の
み
な
ら
ず
、
第
二
巻
以
降
で

は
息
子
が
な
か
な
か
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
に
業
を
煮
や
し
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
の
父
親
に
同
行
し
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
、

ロ
ワ
ー
ル
地
方
一
帯
を
ま
わ
っ
て
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
の
全
県
制
覇
を
助
け
る
。
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
の
修
養
の
た
め
の
旅
行
と
い
う
意
味
で

は
、
カ
バ
ネ
ル
が
称
す
る
よ
う
に
「
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
の
伝
統
の
国
内
版（

（5
（

」
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
書
簡
体
の
形
式
は
十
八
世
紀
に

よ
く
見
ら
れ
た
「
…
か
ら
の
手
紙
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
思
い
起
こ
さ
せ
る（

（5
（

。
さ
ら
に
散
文
ベ
ー
ス
の
記
述
に
文
学
作
品
か
ら
の
引
用
や

自
ら
の
所
感
を
記
し
た
韻
文
を
交
え
る
ス
タ
イ
ル
は
、
十
七
世
紀
の
シ
ャ
ペ
ル
と
バ
シ
ョ
ー
モ
ン
の
旅
行
記
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

　

そ
う
し
た
前
の
時
代
の
要
素
を
多
く
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
Ｃ
・
タ
イ
ヤ
ー
ル
の
著
作
は
時
代
に
即
し
た
、
教
育
的
な
書
物
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。
表
紙
に
引
き
続
い
て
記
さ
れ
た
「
趣
意
書
」（Prospectus

）
に
は
、
本
書
が
「
数
理
・
自
然
地
理
学
の
学
習
を

容
易
に
す
る
」
た
め
に
書
か
れ
た
こ
と
、
そ
の
大
き
な
目
的
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
各
県
を
農
産
物
と
工
業
製
品
、
商
業
、
芸
術
、
名
所
、
自

然
の
驚
異
、
風
俗
習
慣
、
歴
史
、
文
学
の
観
点
か
ら
知
ら
し
め
る
こ
と（

（5
（

」
と
あ
り
、
今
日
ま
で
に
出
た
無
味
乾
燥
で
散
漫
な
書
物
と
は
異

な
り
、
若
い
読
者
に
も
学
び
の
喜
び
を
与
え
う
る
書
で
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
文
学
好
き
の
青
年
が
細
か
な
故
事
や
逸

話
ま
で
拾
い
集
め
、
地
方
に
残
る
因
習
や
後
進
性
を
嘆
き
つ
つ
、
洞
窟
や
火
山
の
奇
観
な
ど
、
そ
の
土
地
の
見
ど
こ
ろ
を
選
ん
で
伝
え
る
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

生
真
面
目
さ
は
感
心
す
べ
き
も
の
で（

（5
（

、
最
後
に
そ
の
労
が
報
わ
れ
、
故
郷
で
婚
約
者
と
結
ば
れ
る
結
末
も
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。
各
章

の
内
容
は
比
較
的
均
質
で
、
県
ご
と
の
章
構
成
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
ル
ー
ト
は
人
工
的
で
、
各
章
間
の
連
関
も
薄
い
。
最
終
刊
（
六

巻
）
の
巻
末
に
は
目
次
を
兼
ね
た
「
フ
ラ
ン
ス
の
面
積
お
よ
び
人
口
統
計
表
」（T

ableau statistique de la superficie et de la 

population de la France

）
が
見
開
き
五
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
付
さ
れ
て
お
り
、
各
県
の
面
積
、
人
口
、
主
な
都
市
、
県
都
と
そ
の
人

口
、
パ
リ
か
ら
の
距
離
を
一
覧
表
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
概
し
て
百
科
全
書
的
な
記
述
に
近
づ
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
が
、
実
は
こ
の

記
述
ス
タ
イ
ル
は
、
Ｃ
・
タ
イ
ヤ
ー
ル
の
著
作
と
同
時
代
に
多
く
出
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
名
所
を
体
系
的
に
紹
介
す
る
書
物
や
、
草

創
期
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
形
式
に
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
ピ
ト
レ
ス
ク
な
旅
」（«voyage pittoresque»

）
と
称
さ
れ

る
、
ロ
マ
ン
主
義
時
代
に
特
有
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る（

（5
（

。
一
八
三
五
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
辞
書
に
は
「
風
景
、
絵
、
版
画
入
り
の
旅
の
記

録
」
と
あ
る
。
そ
の
代
表
例
が
シ
ャ
ル
ル
・
ノ
デ
ィ
エ
、
テ
イ
ラ
ー
男
爵
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ド
・
カ
イ
ユ
ー
共
著
『
古
き
フ
ラ
ン
ス
の

ピ
ト
レ
ス
ク
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
旅
』（V

oyages pittoresques et rom
antiques dans l’ancienne France, 1820 -1878

）
と
い

う
大
型
本
で
、 

当
時
の
著
名
な
挿
絵
画
家
た
ち
の
手
に
な
る
リ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
石
版
画
）
に
作
家
や
知
識
人
の
文
章
を
添
え
て
、
フ
ラ

ン
ス
各
地
の
廃
墟
化
し
た
古
代
遺
跡
や
ゴ
シ
ッ
ク
教
会
、
修
道
院
、
自
然
の
景
観
（
滝
、
峡
谷
）
な
ど
を
情
趣
豊
か
に
描
き
出
し
た
シ

リ
ー
ズ
で
あ
る（

（5
（

。
こ
う
し
た
シ
リ
ー
ズ
に
類
す
る
著
作
と
し
て
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
兄
ア
ベ
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
手
が
け
た
『
ピ
ト

レ
ス
ク
な
フ
ラ
ン
ス
』（France pittoresque, 1835

）
の
よ
う
に
、
名
所
案
内
と
統
計
集
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ
百
科
全
書
的
な
書
物

も
あ
っ
た（

（5
（

。
す
な
わ
ち
ア
ベ
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
書
物
で
は
、
民
俗
衣
装
を
ま
と
っ
た
人
物
や
そ
の
地
方
出
身
の
著
名
人
、
町
の
景
観
や
名
所

旧
跡
を
描
い
た
図
版
や
地
図
に
混
じ
っ
て
、
各
県
に
つ
き
二
十
を
超
え
る
項
目
が
も
う
け
ら
れ
、
地
勢
、
歴
史
、
古
代
遺
跡
、
風
俗
・
気

質
、
言
語
、
出
身
の
著
名
人
、
気
候
、
動
植
物
相
、
主
要
都
市
、
人
口
、
財
政
収
支
、
産
業
（
農
業
、
商
業
…
）
等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

て
、
細
か
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
副
題
に
「
フ
ラ
ン
ス
の
県
お
よ
び
植
民
地
の
絵
画
的
、
地
勢
的
、
統
計
的
記
述
」（D

es-

cription pittoresque, topographique et statistique des départem
ents et colonies de la France

）
と
あ
る
よ
う
に
、
も
し
「
統

計
（
的
）」（statistique

）
と
い
う
形
容
詞
が
こ
の
時
代
、
ア
ン
ヌ=

マ
リ
・
テ
ィ
エ
ス
の
言
う
よ
う
に
、「
現
代
の
よ
う
な
数
学
的
な

意
味
を
も
た
ず
、
国
家
の
富
と
力
を
形
成
す
る
様
々
な
事
物
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
調
査
報
告
と
い
う
観
念
を
あ
ら
わ（

（6
（

」
し
て
い
た
と
す

れ
ば
、
文
学
者
や
知
識
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
の
種
の
本
は
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
最
良
の
部
分
を
知
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
現
状

を
網
羅
的
に
語
り
つ
く
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
そ
こ
に
旅
行
者
の
た
め
の
、
目
的
地
ま
で
の
経
路
や
所
要
時
間
、
宿
駅
、
宿
屋
に
つ
い
て
の
情
報
を
加
え
れ
ば
、
十
九
世
紀
前

半
の
フ
ラ
ン
ス
で
流
通
し
て
い
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
に
近
い
も
の
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
く
「
ピ
ト
レ
ス
ク
」
の
語
を
タ
イ
ト

ル
に
含
む
『
旅
行
者
の
た
め
の
ピ
ト
レ
ス
ク
な
旅
行
案
内
書（

（6
（

』
を
見
る
と
、
地
図
や
鋼
版
画
に
加
え
、「
統
計
的
概
観
」（aperçu 

statistique

）
と
い
う
小
見
出
し
の
も
と
に
、
該
当
県
の
地
勢
、
気
候
、
植
生
、
土
地
の
気
質
、
産
業
な
ど
の
情
報
が
集
め
ら
れ
、
地
区

ご
と
の
主
な
町
の
紹
介
（
名
所
旧
跡
、
沿
革
、
出
身
者
…
）
が
そ
れ
に
続
く
（
図
版
７
）。
今
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
書
店
に
な
ら
ぶ
国
内
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
中
に
も
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
「
ギ
ッ
ド
・
ヴ
ェ
ー
ル
」（Guide V

ert

）
の
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
に
教
養
主
義
的
色
彩
を
残

し
て
い
る
も
の
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
（
城
で
あ
れ
ば
そ
の
沿
革
や
建
築
上
の
見
ど
こ
ろ
を
、
こ
と
細
か
に
解
説
し
て
い
る
）、
た
い

て
い
の
旅
行
ガ
イ
ド
は
も
っ
と
実
用
的
な
情
報
を
重
視
す
る
。
た
と
え
ば
第
二
帝
政
期
以
降
、
鉄
道
の
普
及
と
と
も
に
発
展
し
た
「
ギ
ッ

ド
・
ジ
ョ
ア
ン
ヌ
」（Guides-Joanne

）
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、『
旅
行
者
の
た
め
の
ピ
ト
レ
ス
ク
な
旅
行
案
内
書
』
よ
り
も
後
の
世
代
に
属

す
る
フ
ラ
ン
ス
国
内
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
百
科
全
書
的
な
傾
向
は
徐
々
に
薄
ま
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
依
然
と
し
て
地

理
や
歴
史
に
関
す
る
記
述
の
割
合
は
多
い
も
の
の
、
運
賃
や
列
車
内
の
設
備
、
列
車
・
馬
車
の
乗
り
継
ぎ
や
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
住
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ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

所
、
美
術
館
、
博
物
館
の
収
蔵
品
な
ど
、
よ
り
実
用
的

な
情
報
に
紙
幅
を
割
く
よ
う
に
な
り
、
ま
た
地
場
産
業

へ
の
言
及
も
減
っ
て
い
く（

（6
（

。
な
お
、
こ
う
し
た
一
連
の

「
ピ
ト
レ
ス
ク
」
で
「
統
計
的
」 

な
フ
ラ
ン
ス
案
内
は
、 

マ
リ=

ヴ
ィ
ッ
ク
・
オ
ズ
ー
フ=

マ
リ
ニ
エ
に
よ
っ

て
「
地
理
的
記
述
」（description géographique

）

と
総
称
さ
れ
る
、
十
九
世
紀
前
半
に
特
有
の
折
衷
的
な

ジ
ャ
ン
ル
に
属
し（

（6
（

、
草
創
期
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
、
わ

れ
わ
れ
の
関
心
の
対
象
で
あ
る
「
フ
ラ
ン
ス
周
遊
も

の
」
に
も
、
そ
う
し
た
記
述
の
特
徴
が
共
有
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
知
識
人
た
ち
が
知
を
総
動

員
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
こ
れ
ら
の
書
物
も
、
世
紀
の
後

半
に
な
る
と
人
文
地
理
学
や
社
会
学
の
徒
か
ら
厳
密
さ

を
欠
く
「
文
学
」
と
し
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が（
（6
（

、
こ
う
し
た
書
物
が
量
産
さ
れ
た
背
景
に
は
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
期
の
建
造
物
の
破
壊
を
受
け
て
の
国
民
的
な

史
跡
修
復
・
保
存
運
動
の
高
ま
り
や
、
自
国
の
産
業
や

図版 7　ジロー・ド・サン・ファルジョー『フランスを旅する人のための
ピトレスクなガイド』第一巻「ロワレ県」抜粋 　　　　
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フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

富
を
体
系
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
共
和
国
政
府
の
思
惑（

（6
（

、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
や
イ
タ
リ
ア
に
対
抗
し
て
自
国
の
自
然
や
文
化
遺
産
を
顕

揚
し
よ
う
と
す
る
愛
国
主
義
的
な
風
潮
が
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
の
時
代
の
「
ピ
ト
レ
ス
ク
な
」
版
画
集
、
統
計
集
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
い

ず
れ
を
見
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
景
観
の
変
化
に
と
ん
だ
美
や
文
化
的
な
豊
か
さ
を
た
た
え
る
言
説
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
た
と

え
ば
、
の
ち
に
ア
シ
ェ
ッ
ト
社
に
版
権
を
買
い
上
げ
ら
れ
、「
ギ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ア
ン
ヌ
」
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
る
「
ギ
ッ
ド
・
リ

シ
ャ
ー
ル
」（Guides-Richard

）
シ
リ
ー
ズ
の
著
者
は
、
前
書
き
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

な
ん
と
恩
知
ら
ず
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
わ
れ
わ
れ
は
自
分
た
ち
の
美
し
い
国
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
羨
望
の
的
に
な
っ
て
い
る
フ
ラ

ン
ス
を
、
あ
ま
り
に
軽
ん
じ
て
い
る
。［
…
］
フ
ラ
ン
ス
人
は
外
国
を
旅
す
る
前
に
、
自
国
を
知
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。［
…
］

真
に
愛
国
心
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
な
ら
自
国
に
た
な
び
く
煙
を
見
て
満
足
し
、
風
俗
、
習
慣
、
言
語
も
ま
っ
た
く
異
な
る
国
民
の
も

と
へ
気
晴
ら
し
を
求
め
に
行
っ
た
り
、
散
財
し
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
。［
…
］
わ
が
国
の
凱
旋
門
も
浴
場
も
、
泉
も
、
円
形
競
技

場
も
墓
地
も
、
イ
タ
リ
ア
よ
り
数
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
旅
行
者
の
注
意
を
引
く
に
十
分
値
す
る
の
で
あ
る（

（6
（

。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
言
説
の
目
的
が
「
教
育
し
、
魅
惑
す
る
」（« instruire et séduire »

）
こ
と
に
あ
る
な
ら（

（6
（

、
青
少
年
に
自
国
に
つ

い
て
学
ば
せ
、
そ
の
魅
力
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
周
遊
も
の
」
に
お
い
て
、
同
様
の
愛
国
主
義
的
な
論
調
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
十

分
に
予
測
で
き
る
。
こ
の
項
の
初
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
世
紀
半
ば
の
第
二
帝
政
期
に
出
た
い
く
つ
か
の
作
品
は
教
育
的
意
図
を
前
面
に

出
し
、
物
語
と
し
て
の
体
裁
は
形
式
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
ひ
と
つ
に
タ
ス
ト
ゥ
夫
人
の
『
フ
ラ
ン
ス
旅

行
』
が
あ
る（

（6
（

。
こ
こ
で
も
夏
休
み
の
休
暇
を
利
用
し
て
実
家
に
戻
っ
た
長
男
の
ギ
ヨ
ー
ム
が
、
中
学
校
で
優
良
賞
を
と
っ
た
ご
ほ
う
び
に
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旅
す
る
子
ど
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ち
（
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「
ス
イ
ス
の
風
光
明
媚
な
山
々
や
、
イ
タ
リ
ア
の
古
代
遺
跡
の
廃
墟
や
、
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
や
優
れ
た
産
業
を
見
た
い
」
と
父

親
に
切
り
出
す
が
、
財
務
省
の
役
人
で
あ
る
父
親
は
仕
事
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
フ
ラ
ン
ス

で
も
見
ら
れ
る
し
、
国
内
に
あ
る
す
ぐ
れ
た
資
源
を
見
な
い
う
ち
に
外
国
に
行
く
の
は
恥
ず
べ
き
こ
と
だ
、
だ
か
ら
旅
行
す
る
と
し
た
ら

ま
ず
は
フ
ラ
ン
ス
だ
ろ
う
な
、
と
答
え
る（

（6
（

。
従
順
な
息
子
は
不
満
に
思
う
様
子
も
な
く
、
ぜ
ひ
と
も
国
内
で
港
を
訪
ね
た
り
、
船
に
乗
っ

た
り
、
古
い
教
会
を
調
べ
た
り
、
炭
坑
や
工
場
が
ど
ん
な
も
の
か
を
知
り
た
い
と
応
じ
、
姉
の
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
も
そ
れ
に
同
調
す
る
。
こ

う
し
て
デ
ュ
モ
ン
テ
ル
家
の
子
供
た
ち
は
六
週
間
の
休
暇
の
間
、
夜
ご
と
庭
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
父
親
が
若
い
こ
ろ
、
国
内
を
視
察
し

て
回
っ
た
と
き
に
と
っ
た
メ
モ
や
ス
ケ
ッ
チ
、
そ
し
て
道
路
の
地
図
を
眺
め
つ
つ
、
各
地
の
建
造
物
、
産
業
、
植
生
、
言
語
や
風
俗
に
つ

い
て
、
父
親
か
ら
教
わ
る
こ
と
に
な
る
。
典
型
的
な
「
居
な
が
ら
に
し
て
す
る
旅
」（« voyage im

m
obile »

）
の
形
式
を
採
っ
て
お
り
、

語
り
手
で
あ
る
父
親
は
と
き
に
子
供
の
ひ
と
り
に
呼
び
か
け
、
そ
の
子
の
興
味
を
引
き
そ
う
な
話
題
を
差
し
向
け
る
と
い
っ
た
工
夫
は
す

る
も
の
の（

（7
（

、
語
り
は
概
し
て
中
立
的
で
単
調
で
あ
り
、
こ
の
タ
イ
プ
の
本
が
一
八
五
〇
年
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
一
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
り
、
や
が
て
ブ
リ
ュ
ノ
の
『
二
人
の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
一
周
』
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
ま
で
版
を
重
ね
た（

（7
（

と
は
、
に
わ
か
に
は
信
じ

が
た
い
ほ
ど
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
今
ま
で
見
た
「
周
遊
も
の
」
と
同
様
の
百
科
全
書
的
な
内
容
で
、
そ
こ
に
遺
跡
の
発
掘
や
運
河
の

建
設
な
ど
、
近
年
起
き
た
変
化
に
つ
い
て
の
情
報
が
加
わ
っ
て
い
る（

（7
（

。

　

各
章
の
構
成
に
注
目
す
る
と
、
第
一
章
が
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
経
由
、
パ
リ
か
ら
リ
ヨ
ン
へ
」、
第
四
章
が
「
リ
ヨ
ン
か
ら
マ
ル
セ

イ
ユ
へ
」、
第
五
章
が
「
ト
ゥ
ー
ロ
ン
か
ら
ブ
リ
ア
ン
ソ
ン
へ
」
と
い
う
よ
う
に
、
先
に
挙
げ
た
草
創
期
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
構
成
と
非

常
に
似
通
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
タ
ス
ト
ゥ
夫
人
は
章
の
冒
頭
に
目
的
地
へ
の
距
離
の
入
っ
た
行
程
表
を
掲
げ
て
お
り
（
図
版
８
）、

そ
の
体
裁
は
明
ら
か
に
当
時
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
体
裁
を
模
し
て
い
る
（
図
版
７
と
比
較
）。
話
者
と
聞
き
手
が
と
も
に
パ
リ
の
自
宅
に
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フ
ラ
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を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

と
ど
ま
っ
た
ま
ま
、
語
り
の
内
容
だ

け
が
当
時
の
主
要
な
馬
車
の
路
線

（
一
部
に
は
鉄
道
も
通
っ
て
い
る
）

に
沿
っ
て
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
経
路
は
パ
リ
か
ら
地
方
へ

と
伸
び
る
放
射
状
の
ル
ー
ト
、
あ
る

い
は
地
方
の
大
き
な
都
市
間
を
結
ぶ

横
の
ル
ー
ト
と
な
り
、
各
章
の
内
容

の
間
に
有
機
的
な
つ
な
が
り
は
な

い
。
ま
た
、
第
一
章
「
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
地
方
経
由
、
パ
リ
か
ら
リ
ヨ
ン

へ
」
に
続
き
、
第
二
章
の
タ
イ
ト
ル

が
「
ブ
ル
ボ
ネ
地
方
経
由
、
パ
リ
か

ら
リ
ヨ
ン
へ
」、
第
三
章
が
「
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
経
由
、
パ
リ
か
ら

リ
ヨ
ン
へ
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う

に
、
パ
リ
か
ら
地
方
の
都
市
に
向
か

図版 8　タストゥ夫人『フランス旅行』第三章抜粋



109

フ
ラ
ン
ス
を
旅
す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

う
ル
ー
ト
を
何
通
り
か
示
す
や
り
方
も
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
方
式
と
似
通
っ
て
い

る
。
パ
リ
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
（
南
仏
）、

ボ
ル
ド
ー
（
ア
キ
テ
ー
ヌ
地
方
）、
バ
イ

ヨ
ン
ヌ
（
ピ
レ
ネ
ー
地
方
）、
ブ
レ
ス
ト

（
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
）、
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル

（
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
）、
ダ
ン
ケ
ル
ク

（
ベ
ル
ギ
ー
国
境
）、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル

（
ア
ル
ザ
ス
地
方
）、
そ
し
て
ブ
ザ
ン
ソ
ン

（
フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
地
方
）
へ
。

ル
ー
ト
の
重
複
も
欠
落
も
恐
れ
な
い
デ
ュ

モ
ン
テ
ル
氏
の
語
り
は
、
中
央
集
権
国
家

フ
ラ
ン
ス
の
相
貌
を
く
っ
き
り
と
描
き
出

す
（
参
考
ま
で
に
、
十
九
世
紀
半
ば
ご
ろ

の
道
路
網
を
掲
げ
て
お
こ
う
：
図
版
９
）。

デ
ュ
モ
ン
テ
ル
氏
が
訪
ね
た
土
地
の
思
い

出
を
語
る
こ
と
は
な
い
わ
け
で
は
な
い

図版 9　フランスの道路網（1780 年から 1850 年）
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を
旅
す
る
子
ど
も
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ち
（
一
）

が
、
概
し
て
語
り
手
と
土
地
と
の
関
わ
り
は
薄
く
、
物
語
と
し
て
の
体
裁
は
あ
く
ま
で
外
枠
（
語
り
の
形
式
の
レ
ベ
ル
）
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
教
科
書
と
し
て
の
情
報
提
供
の
役
割
が
優
先
さ
れ
、
今
ま
で
見
て
き
た
「
周
遊
も
の
」
に
多
か
れ
少
な

か
れ
見
ら
れ
た
よ
う
な
、主
人
公
の
成
長
物
語
と
い
う
性
格
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
巻
末
に
は
「
補
遺
」（A

ppendice

）

と
し
て
「
総
合
統
計
」（Statistique générale

）
が
付
さ
れ
、
人
口
の
分
布
、
農
牧
業
、
地
方
の
行
政
・
裁
判
・
徴
税
・
大
学
・
軍
隊

の
諸
制
度
、
鉄
道
な
ど
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
周
遊
も
の
」
は
い
っ
た
ん
物
語
と
手
を
切
り
、
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
同
じ

よ
う
に
読
め
る
電
話
帳
の
よ
う
な
媒
体
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

成
長
の
物
語

　
『
二
人
の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
一
周
』
の
作
者
Ｇ
・
ブ
リ
ュ
ノ
（
フ
イ
エ
夫
人
）
は
、「
真
の
市
民
教
育
の
礎
」
は
子
供
た
ち
が
「
祖
国
を

知
る
こ
と
」
に
あ
る
と
考
え
、
と
か
く
抽
象
的
な
概
念
に
な
り
が
ち
な
「
祖
国
」
を
彼
ら
に
生
き
生
き
と
、
目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
伝

え
る
た
め
に
、「
子
供
た
ち
が
［
一
般
に
］
旅
行
記
に
寄
せ
る
興
味
を
利
用
し
た
」
の
だ
と
い
う（

（7
（

。
普
仏
戦
争
敗
北
直
後
の
特
殊
な
状
況

が
、
こ
う
し
た
祖
国
愛
へ
の
執
着
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
好
奇
心
旺
盛
な
ア
ン
ド
レ
と
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
は
、
行
く

先
々
で
庇
護
者
的
な
大
人
に
導
か
れ
な
が
ら
、
そ
の
土
地
の
歴
史
、
産
業
、
自
然
、
風
俗
習
慣
、
出
身
の
著
名
人
、
動
植
物
、
科
学
な
ど

に
つ
い
て
学
び
、
生
き
る
知
恵
を
身
に
つ
け
る
。
た
だ
し
先
に
も
見
た
よ
う
に
、
二
人
の
た
ど
る
経
路
に
は
欠
落
が
多
く
、
内
容
的
に
も

農
牧
業
、
伝
統
的
な
手
工
業
へ
の
傾
倒
が
目
立
ち
、
本
全
体
が
必
ず
し
も
網
羅
的
な
記
述
を
志
向
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
作
者

は
こ
う
し
た
知
識
提
供
の
部
分
と
、
二
人
の
孤
児
の
旅
を
通
じ
て
の
成
長
物
語
が
不
協
和
音
を
生
じ
な
い
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
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て
い
る
。
文
体
を
子
供
向
け
に
易
し
く
し
、
本
文
の
内
容
を
二
百
枚
を
こ
え
る
教
育
的
な
図
版
で
補
お
う
と
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る

し
、
歴
史
や
偉
人
の
伝
記
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
、
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
が
ジ
ェ
ッ
ク
ス
で
あ
る
婦
人
か
ら
贈
ら
れ
た
伝
記
の
本
へ
の
参
照
と
い

う
形
を
と
っ
て
い
る
。
勤
勉
な
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
は
、
あ
る
と
き
は
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
で
出
会
っ
た
同
い
年
の
孤
児
の
少
年
の
労
働
の
合
間

に
、
ガ
リ
ア
の
英
雄
ヴ
ェ
ル
サ
ン
ジ
ェ
ト
リ
ッ
ク
ス
や
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
出
身
の
偉
人
（
ミ
シ
ェ
ル
・
ド
・
オ
ピ
タ
ル
と
ド
ゥ
セ
将

軍
）
の
生
涯
を
語
り
聞
か
せ（

（7
（

、
あ
る
と
き
は
船
の
上
で
対
岸
の
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
半
島
を
眺
め
な
が
ら
、
猛
将
デ
ュ
・
ゲ
ク
ラ
ン
の
一
生
に

つ
い
て
、
叔
父
の
フ
ラ
ン
ツ
に
読
ん
で
聞
か
せ
る（

（7
（

。
便
宜
的
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
所
作
を
通
じ
て
知
識
が
空
疎
な
ま
ま
に
終

わ
る
こ
と
な
く
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
の
内
部
に
取
り
こ
ま
れ
、
知
的
な
糧
と
な
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
二
人
の
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
一
周
』
は
、
先
行
す
る
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の
か
た
ち
（
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
、
遍
歴
職

人
の
旅
、
行
商
人
の
旅
）
や
、
フ
ラ
ン
ス
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
（「
ピ
ト
レ
ス
ク
な
旅
」、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
か
ら
多
く
の
要
素
を

取
り
こ
み
な
が
ら
、「
フ
ラ
ン
ス
周
遊
も
の
」
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
と
し
て
の
姿
を
見
せ
る
。
地
理
・
歴
史
・
道
徳
の
教
材
と
し
て
の
用

途
に
加
え
て
、
子
供
た
ち
を
飽
き
さ
せ
な
い
物
語
性
を
強
く
保
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
出
版
直
後
の
十
年
間
で
三
百
万
分
を
売
り
上
げ
た

と
い
う
成
功
の
鍵
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う（

（7
（

。
そ
し
て
出
版
の
翌
年
、
今
度
は
エ
ク
ト
ー
ル
・
マ
ロ
の
『
家
な
き
子
』
の
主
人
公
レ
ミ
が
同
じ

く
孤
児
と
し
て
、
ア
ン
ド
レ
や
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
に
劣
ら
ぬ
劇
的
で
過
酷
な
彷
徨
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　
　
【
図
版
出
典
一
覧
】

図
版
1　

G. Bruno, Le T
our de la France par deux enfants, Belin, 1994, p. 318.

図
版
2　

以
下
の
地
図
を
も
と
に
著
者
が
作
成
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Paul-M
. Bouju, Georges D

upeux et al., A
tlas historique de la France contem

poraine 1800
-1965, A

rm
and Colin, 

«Collection U
», 1966, p. 15.

図
版
3　

喜
安
朗
『
近
代
の
深
層
を
旅
す
る
』
平
凡
社
、1996

、p. 97.
図
版
4　

G. Bruno, Le T
our de la France par deux enfants, Belin, 1994, p. 7.

図
版
5　

M
.A

.-E. de Saintes, Jean et Julien ou les Petits colporteurs, Eym
ery, 1834

（
扉
挿
絵
）

図
版
6	

L.N
.A

.*** et C.T
. *** 

（Constant T
aillard

）, Les jeunes voyageurs ou Lettres sur la France en prose et en vers, Lelong, 
1821, t. 2, p. 16.

図
版
7　

Girault de Saint-Fargeau, G
uide pittoresque du voyageur en France, Firm

in D
idot, 1834 -1838, t.1, p. 25.

図
版
8　

M
adam

e de T
astu, V

oyage en France, T
ours, A

.M
am

e, 1846, p. 66.

図
版
9　

Paul-M
. Bouju, Georges D

upeux et al., A
tlas historique de la France contem

poraine 1800
-1965, A

rm
and Colin, «Col-

lection U
», 1966, p. 70.

　
　

注

（
1
）	Patrick Cabannel, Le tour de la nation par des enfants. R

om
ans scolaires et espaces nationaux （X

IX
e-X

X
e siècles

）, Belin, 
2007. 

著
者
の
研
究
対
象
は
フ
ラ
ン
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
中
南
米
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

一
八
一
八
年
か
ら
一
九
四
〇
年
に
い
た
る
ま
で
の
各
国
周
遊
も
の
と
そ
の
派
生
形
を
、
国
民
概
念
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
調
べ
上
げ
た
、
比
較

文
化
、
比
較
教
育
学
の
大
著
で
あ
る
。

（
2
）	

邦
語
文
献
と
し
て
石
川
美
子
『
旅
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
』（
白
水
社
、
二
〇
〇
〇
）、
お
よ
び
石
井
洋
二
郎
『
異
郷
の
誘
惑
―
旅
す
る
フ
ラ
ン

ス
作
家
た
ち
―
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
）
を
挙
げ
て
お
く
。

（
3
）	Stendhal, Les M

ém
oires d’un touriste dans V

oyages en France, « Bibliothèque de la Pléiade », Gallim
ard, 1992, p. 3.

た
だ
し
、

十
七
世
紀
に
遡
れ
ば
シ
ャ
ペ
ル
と
バ
シ
ョ
ー
モ
ン
の
名
高
い
韻
文
ま
じ
り
の
旅
行
記
（V

oyage de Chapelle et Bachaum
ont, 1663

）
も
あ

り
、
こ
の
物
言
い
に
は
誇
張
が
あ
る
と
編
者
の
デ
ル
・
リ
ッ
ト
は
指
摘
す
る
（Introduction par V

ictor D
el Litto, Ibid., p. X

III -X
IX

.

）。
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（
4
）	

革
命
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
旅
行
記
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
旅
行
記
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ーGoulem

ot, Lidsky, M
asseau, Le V

oyage en 
France : anthologie des voyageurs européens en France, du M

oyen Â
ge à la fin de l’E

m
pire, Robert Laffont, « Bouquins », 

t. 1, 1995 

で
そ
の
主
な
も
の
を
読
め
る
。

（
5
）	N

icole M
ozet, La ville de province dans l’œ

uvre de Balzac, Genève, Slatkine Reprints, 1998 （
初
版1982

）, p. 29.

（
6
）	
た
と
え
ば
モ
ゼ
も
名
を
挙
げ
て
い
る
ピ
カ
ー
ル
（Picard, 1769 -1828

）
の
四
幕
喜
劇
『
小
さ
な
町
』（La petite ville, 1801

）
で
は
、
パ
リ

か
ら
や
っ
て
き
た
主
人
公
た
ち
が
地
元
の
住
人
た
ち
に
あ
ら
ぬ
噂
を
た
て
ら
れ
、
ほ
う
ぼ
う
の
体
で
退
散
す
る
。
ち
な
み
に
こ
の
作
品
は
、
モ
ゼ

が
「
地
方
を
描
い
た
最
初
の
小
説
家
」
と
呼
ぶ
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
『
赤
と
黒
』（Le R

ouge et le N
oir, 1830

）
の
着
想
に
一
役
買
っ
た
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。

（
7
）	

た
と
え
ば
過
渡
期
に
あ
た
る
『
赤
と
黒
』
で
は
、
架
空
の
地
名
ヴ
ェ
リ
エ
ー
ル
（V

errières

）
と
実
在
の
地
名
ブ
ザ
ン
ソ
ン
（Besançon

）

が
並
立
し
て
い
る
。
頭
文
字
・
ア
ス
テ
リ
ス
ク
表
示
は
、
特
定
の
町
が
名
指
さ
れ
て
い
る
と
と
ら
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
配
慮
だ
が
、

当
時
は
地
名
だ
け
で
な
く
登
場
人
物
の
人
名
に
も
同
様
の
シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
8
）	

『
シ
ョ
セ
・
ダ
ン
タ
ン
の
隠
者
』（L’H

erm
ite de la Chaussé-d’A

ntin, 5 vols, 1812 -1814

）
を
皮
切
り
と
す
る
「
隠
者
」
シ
リ
ー
ズ
の
一

環
。
主
人
公
の
「
隠
者
」
が
ア
ル
ザ
ス
地
方
や
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
な
ど
を
経
巡
り
、
各
地
の
名
士
を
訪
ね
つ
つ
、
土
地
の
歴
史
、
産
業
、
偉

人
な
ど
に
つ
い
て
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
す
る
と
い
う
も
の
。
ジ
ュ
イ
は
各
地
に
い
る
通
信
員
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
と
さ
れ
る
。

（
9
）	

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
異エ

グ
ゾ
チ
ス
ム

国
趣
味
は
基
本
的
に
は
中
東
や
南
洋
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
部
の
風
物
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
る
情
趣
を
貴
ぶ
傾
向

を
指
す
が
、
地
理
的
な
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
論
者
に
よ
っ
て
異
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
、
近
隣
諸
国
に
つ
い
て
使
わ

れ
る
場
合
も
あ
る
。「
地
方
色
」
は
特
定
の
時
代
や
地
域
の
生
活
様
式
や
衣
装
、
慣
習
、
言
葉
遣
い
な
ど
に
特
徴
的
に
表
れ
る
風
情
を
指
す
。
や

は
り
ロ
マ
ン
主
義
時
代
に
も
て
は
や
さ
れ
た
概
念
で
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
の
歴
史
小
説
（
中
世
お
よ
び
近
世
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）、
ユ

ゴ
ー
の
演
劇
（
ス
ペ
イ
ン
）
な
ど
に
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。

（
10
）	

こ
の
分
野
で
の
メ
リ
メ
の
貢
献
は
大
き
く
、
各
地
の
古
代
遺
跡
や
教
会
を
ま
わ
っ
て
そ
の
状
態
を
調
べ
、
南
仏
（
一
八
三
五
）、
西
部

（
一
八
三
六
）、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
（
一
八
三
八
）、
コ
ル
シ
カ
（
一
八
四
〇
）
に
つ
い
て
詳
細
な
学
術
報
告
書
を
残
し
て
い
る
。

（
11
）	G. Bruno （pseudonym

e de A
ugustine Fouillée

）, Le T
our de la France par deux enfants, Belin, 1994. 

出
版
以
来
、
何
度
も
改

訂
が
施
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
重
要
な
改
訂
は
一
九
〇
六
年
の
増
補
改
訂
版
で
、
末
尾
に
新
た
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
付
け
加
え
ら
れ
た
ほ
か
、
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一
九
〇
五
年
の
政
教
分
離
法
を
受
け
て
宗
教
色
を
大
幅
に
排
除
し
て
い
る
。
本
論
文
で
は
こ
の
ベ
ラ
ン
社
の
普
及
版
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
初

版
（
一
八
七
七
）
の
翌
年
に
出
た
第
八
版
（
初
版
と
同
一
内
容
）
を
参
照
し
た
。 

（
12
）	Patrick Cabannel, op.cit., p.109.

（
13
）	
オ
ル
レ
ア
ネ
は
革
命
前
の
旧
州
の
呼
び
名
で
、
ロ
ワ
ー
ル
川
中
流
域
の
オ
ル
レ
ア
ン
を
中
心
と
し
た
地
域
。
一
九
〇
六
年
に
出
た
増
補
改
訂
版

で
は
二
〇
ペ
ー
ジ
弱
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
（Épilogue

）
が
付
け
加
え
ら
れ
、
三
人
が
農
場
に
定
住
し
て
か
ら
約
二
十
七
年
後
、
一
九
〇
四
年
の
時
点

で
の
農
場
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
か
つ
て
ア
ン
ド
レ
た
ち
が
世
話
に
な
っ
た
行
商
人
の
ジ
ェ
ル
タ
ル
が
、
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
研
究
所
関
連
の
施
設
で

働
く
息
子
の
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
を
伴
っ
て
農
場
を
訪
れ
、
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
の
息
子
の
ジ
ャ
ン
を
相
手
に
、
二
十
世
紀
の
新
し
い
科
学
技
術
の
す
ば
ら
し

さ
を
語
る
。

（
14
）	M

m
e de Flesselles, Les jeunes voyageurs en France; histoire am

usante, destinée à l’instruction de la jeunesse, contenant 
ce que la France présente de plus curieux, P. Blanchard, 1822, 4 vols. 

副
題
は
「
フ
ラ
ン
ス
で
も
っ
と
も
興
味
を
そ
そ
る
事
物
を
も
り

こ
ん
だ
、
青
少
年
向
け
の
教
育
的
で
愉
快
な
物
語
」
ほ
ど
の
意
味
。
一
八
二
九
年
以
降
、
一
八
六
二
年
ま
で
再
版
を
繰
り
返
し
、
青
少
年
向
け
の

教
育
読
本
と
し
て
人
気
を
博
し
た
（Cabannel, op.cit., p. 109

）。
一
八
四
一
年
に
、
地
理
学
者
マ
ル
ト
・
ブ
ラ
ン
が
全
体
に
わ
た
っ
て
削
除
と

加
筆
を
行
っ
た
改
訂
版
が
出
て
い
る
。
本
論
文
で
は
も
っ
ぱ
ら
フ
レ
ッ
セ
ル
夫
人
の
版
を
参
照
し
た
。

（
15
）	

大
ま
か
に
ル
ー
ト
を
示
せ
ば
、
ロ
ー
ヌ
・
ア
ル
プ
地
方
（
リ
ヨ
ン
、
サ
ン
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
）
→
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
・
ア
ル
プ-

コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー

ル
地
方
→
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
・
ル
シ
ヨ
ン
地
方
→
ミ
デ
ィ
・
ピ
レ
ネ
ー
地
方
→
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
→
ア
キ
テ
ー
ヌ
地
方
（
ボ
ル
ド
ー
）
→
ポ
ワ

ト
ゥ
・
シ
ャ
ラ
ン
ト
地
方
→
リ
ム
ー
ザ
ン
地
方
→
サ
ン
ト
ル
地
方
→
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
→
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
（
ル
ー
ア
ン
）
→
ピ
カ
ル

デ
ィ
地
方
→
ノ
ー
ル
・
パ
・
ド
・
カ
レ
地
方
→
ピ
カ
ル
デ
ィ
地
方
→
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
・
ア
ル
デ
ン
ヌ
地
方
→
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
→
フ

ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
地
方
→
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
→
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
地
方
（
パ
リ
）。

（
16
）	Jules M

arlès, A
lfred ou le jeune voyageur, D

idier, 1835.

（
17
）	

グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
は
多
く
の
文
献
が
あ
る
。
ま
と
ま
っ
た
記
述
と
し
て
は
工
藤
庸
子
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
批
判
序
説
―
植
民
地
、

共
和
国
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
、一
七
六
―
一
七
九
頁
。
ほ
か
に
基
本
文
献
と
し
て
本
城
靖
久
『
グ
ラ
ン
ド
・

ツ
ア
ー　

英
国
貴
族
の
放
蕩
修
学
旅
行
』
中
公
文
庫
、
一
九
九
四
、
お
よ
び
岡
田
温
司
『
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー　

十
八
世
紀
イ
タ
リ
ア
へ
の
旅
』、

岩
波
新
書
、
二
〇
一
〇
が
あ
る
。
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（
18
）	Jules M

arlès, op. cit., « Introduction », p. 3.　

こ
こ
で
ド
ル
ヴ
ィ
ル
は
、
自
己
啓
発
と
い
う
非
常
に
古
典
的
な
旅
の
効
用
を
説
い
て
い

る
。
し
か
し
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
の
母
は
、「
自
分
で
経
験
し
な
く
て
も
他
人
の
旅
の
記
録
を
読
め
ば
十
分
だ
」
と
息
子
の
旅
立
ち
に
反
対
す
る
（
四

―
五
頁
）。

（
19
）	Ibid., p. 14.

（
20
）	Ibid., p. 78 -81.

（
21
）	Jean-Pierre Bayard, Le Com

pagnonnage en France, Payot, 1977, p. 177 -179 

お
よ
び Jacques et M

ona O
zouf, « Le T

our 
de la France par deux enfants, le petit livre rouge de la République », in Les Lieux de m

ém
oire, tom

e 1, « Q
uarto 

Gallim
ard », 1997, p. 279 -280.

（
22
）	

遍
歴
職
人
の
起
源
と
歴
史
に
つ
い
て
は
上
記
の
バ
イ
ヤ
ー
ル
の
研
究
書
の
ほ
か
、
日
本
語
で
読
め
る
文
献
と
し
て
は
、
リ
ュ
ッ
ク
・
ブ
ノ
ワ

『
フ
ラ
ン
ス
巡
歴
の
職
人
た
ち
』（
加
藤
節
子
訳
、
白
水
社
、
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
、
一
九
七
九
）
お
よ
び
喜
安
朗
『
近
代
の
深
層
を
旅
す
る
』（
平
凡
社
、

一
九
九
六
）
が
詳
し
い
。
遍
歴
職
人
組
合
の
最
古
の
記
録
は
十
五
世
紀
に
遡
る
。
秋
山
哲
一
・
小
幡
谷
友
二
著
『
甦
る
フ
ラ
ン
ス
遍
歴
職
人
』
に

よ
れ
ば
、
最
盛
期
の
十
九
世
紀
後
半
に
は
四
十
の
職
種
を
カ
バ
ー
し
、
二
十
万
人
近
く
の
加
入
者
が
い
た
が
、
各
派
閥
の
抗
争
の
激
化
や
産
業
革

命
の
進
展
に
よ
る
労
働
の
機
械
化
に
よ
り
次
第
に
数
を
減
ら
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
二
〇
年
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
支
部
が
閉
鎖
さ
れ

た
。
し
か
し
粘
り
強
い
改
革
の
結
果
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
四
一
年
以
降
、
新
た
な
組
織
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
パ
ン
職
人
、
靴
職
人
、

樽
職
人
ほ
か
、
多
く
の
現
代
的
な
職
種
も
受
け
入
れ
て
い
る
（
秋
山
哲
一
・
小
幡
谷
友
二
著
『
甦
る
フ
ラ
ン
ス
遍
歴
職
人
』、
出
版
館
ブ
ッ
ク
・

ク
ラ
ブ
、
二
〇
一
〇
、
第
二
章
「
遍
歴
職
人
組
合
と
は
―
「
渡
り
鳥
た
ち
」
の
復
活
ま
で
」）。

（
23
）	

喜
安
朗
、
同
書
、
七
五
―
九
八
頁
。
た
だ
し
つ
ね
に
時
計
の
針
の
向
き
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
十
八
世
紀
後
半
に
旅
を
し
た
ガ
ラ
ス
職
人
ジ
ャ
ッ

ク
・
ル
イ
・
メ
ネ
ト
ラ
は
パ
リ
か
ら
南
仏
の
諸
都
市
へ
、
逆
向
き
に
回
っ
て
い
る
（
四
三
―
四
五
頁
）。

（
24
）	

喜
安
朗
、
同
書
、
八
〇
―
八
一
頁
、
九
四
―
九
六
頁
。

（
25
）	

リ
ュ
ッ
ク
・
ブ
ノ
ワ
、
前
掲
書
、
八
五
頁
。

（
26
）	

喜
安
朗
、
前
掲
書
、
七
五
―
七
六
頁
。

（
27
）	G. Bruno, op. cit., p. 13 

（
フ
ァ
ル
ス
ブ
ー
ル
の
親
方
の
も
と
で
一
年
半
働
い
た
と
い
う
証
明
書
の
文
面
）, p. 43 

（
エ
ピ
ナ
ル
在
住
の
、
親
方

の
い
と
こ
の
工
房
で
一
か
月
間
働
く
）. 

ブ
ザ
ン
ソ
ン
か
ら
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
ま
で
は
行
商
人
ジ
ェ
ル
タ
ル
の
商
売
を
手
伝
い
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
セ
ト
、
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ボ
ル
ド
ー
と
三
隻
の
船
を
乗
り
継
ぐ
間
は
、
日
銭
を
稼
ぐ
た
め
に
船
上
で
の
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
る
の
で
、
錠
前
職
人
と
し
て
の
修
業
は
エ
ピ

ナ
ル
で
途
絶
え
て
い
る
。

（
28
）	Ibid., p. 299.

（
29
）	Ibid., p. 5.

（
30
）	
喜
安
朗
、
前
掲
書
、
八
一
頁
。

（
31
）	G. Bruno, op. cit., p. 108 -116. 

闇
に
包
ま
れ
た
ル
・
ク
ル
ー
ゾ
の
町
を
遠
目
に
眺
め
て
い
た
ア
ン
ド
レ
は
町
が
赤
く
染
ま
っ
て
い
る
の
を

見
て
、
火
事
だ
と
勘
違
い
す
る
。
あ
れ
は
巨
大
な
製
鉄
所
だ
と
ジ
ェ
ル
タ
ル
氏
に
教
わ
る
と
、「
ぼ
く
た
ち
錠
前
職
人
の
加
工
す
る
鉄
が
ど
う
や
っ

て
作
ら
れ
る
の
か
、
ぜ
ひ
見
て
み
た
い
」
と
氏
に
た
の
み
こ
む
（p. 109

）。
翌
日
、
三
人
は
さ
っ
そ
く
溶
鉱
炉
、
鋳
造
の
現
場
、
鍛
冶
場
を
見
学

す
る
。

（
32
）	

行
商
全
般
に
つ
い
て
は
以
下
の
綿
密
な
研
究
が
あ
る
。Laurence Fontaine, H

istoire du colportage en E
urope 

（X
V

e-X
IX

e siècle

）, 
A

lbin M
ichel, 1993.

（
33
）	

十
九
世
紀
当
時
の
本
の
行
商
の
状
況
に
つ
い
て
は
、『
十
九
世
紀
ラ
ル
ー
ス
』
の
項
目
に
詳
し
い
（« colportage »

の
項
目
）。
本
の
行
商
の

最
盛
期
は
十
九
世
紀
半
ば
で
、
七
月
王
政
下
で
は
パ
リ
、
ル
ー
ア
ン
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
な
ど
で
安
価
に
仕
入
れ
た
本
を
、
三
五
〇
〇
人
も
の
行
商
人

が
全
国
津
々
浦
々
に
、
ま
た
し
ば
し
ば
国
境
を
越
え
て
、
ス
イ
ス
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
近
隣
諸
国
に
ま
で
届
け
、
識
字
率
の
向
上
に
貢
献
し
た
と

言
わ
れ
る
。
た
だ
、
シ
ス
テ
ム
の
衰
退
も
ま
た
こ
の
時
期
に
始
ま
り
、
書
籍
や
版
画
を
扱
う
行
商
人
は
す
べ
て
所
轄
の
警
察
署
あ
る
い
は
知
事
の

許
可
証
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
一
八
四
九
年
七
月
の
禁
令
が
、
す
で
に
鉄
道
網
の
発
達
や
廉
価
本
の
普
及
に
よ
っ
て
地
元
の
本
屋
と
の

競
合
を
強
い
ら
れ
て
い
た
行
商
人
の
活
動
を
決
定
的
に
阻
害
し
た
。

（
34
）	Laurence Fontaine, op. cit., p. 186. 

（
35
）	

ジ
ュ
ラ
地
方
の
グ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
・
チ
ー
ズ
（G. Bruno, op. cit., p. 79

）、
ラ
・
ブ
レ
ス
の
鶏
（p. 94

）、
リ
マ
ー
ニ
ュ
盆
地
の
パ
ス
タ
、

小
麦
粉
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
（p. 126

）、
ク
レ
ル
モ
ン
・
フ
ェ
ラ
ン
の
レ
ー
ス
（p. 127

）、
テ
ィ
エ
ー
ル
の
刃
物
（p. 129

）、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ

地
方
の
チ
ー
ズ
（p. 130

）。
氏
が
リ
ヨ
ン
の
市
で
売
っ
た
も
の
の
中
に
は
、
ほ
か
に
ジ
ュ
ラ
地
方
の
靴
下
、
ブ
ザ
ン
ソ
ン
の
鎖
・
宝
飾
つ
き
時
計
、

フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
地
方
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
ジ
ュ
ラ
地
方
の
木
彫
り
の
ナ
プ
キ
ン
リ
ン
グ
、
た
ば
こ
入
れ
、
く
し
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た

（p. 149

）。
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（
36
）	Ibid., p. 84, p. 101, p. 149.

（
37
）	Ibid., p. 101 -102.

（
38
）	Ibid., p. 73.

（
39
）	
以
下
の
版
を
参
照
し
た
。M

.A
.-E. de Saintes 

（pseudonym
e d’A

lexis Eym
ery

）, Jean et Julien ou les Petits colporteurs, 
Eym

ery, 1834 （
第
二
版
）.

（
40
）	

ギ
ブ
レ
ー
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
県
に
あ
る
都
市
。
毎
年
八
月
に
大
市
が
開
か
れ
、
と
く
に
馬
の
取
り
引
き
で
有
名
だ
っ
た
。

ボ
ー
ケ
ー
ル
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
ロ
ー
ヌ
川
の
河
口
付
近
に
位
置
す
る
都
市
で
、
中
世
以
降
、
毎
年
七
月
に
大
市
が
開
か
れ
、
近
隣
の
イ
タ
リ

ア
や
ス
ペ
イ
ン
の
み
な
ら
ず
フ
ラ
ン
ド
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
東
か
ら
も
商
人
を
集
め
て
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

（
41
）	Patrick Cabannel, op. cit., p. 163.

（
42
）	M

.A
.-E. de Saintes, op. cit., Chapitres 4, 5 et 22.

（
43
）	Ibid., Chapitre 19. 『
二
人
の
子
供
の
…
』
で
は
大
西
洋
岸
を
進
む
蒸
気
船
が
英
仏
海
峡
で
難
破
し
、
操
舵
手
の
ギ
ヨ
ー
ム
が
小
舟
を
操
っ
て

兄
弟
と
叔
父
の
フ
ラ
ン
ツ
を
救
う
。『
ジ
ャ
ン
と
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
』
で
は
船
は
ロ
ー
ヌ
川
を
さ
か
の
ぼ
る
小
型
の
川
船
で
、
溺
れ
か
け
た
兄
弟
の
命

を
救
う
の
は
の
ち
に
二
人
の
父
親
と
判
明
す
る
、
同
行
の
行
商
人
ピ
エ
ー
ル
で
あ
る
。

（
44
）	Ibid.,p. 165 -166.

（
45
）	Ibid.,p. 163 -164.

（
46
）	

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
は
フ
ラ
ン
ス
の
市い

ち

の
最
盛
期
に
あ
た
り
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
一
七
九
二
年
に
は

フ
ラ
ン
ス
全
土
で
四
二
六
四
箇
所
の
大
市
、
二
四
四
六
箇
所
の
週
市
が
あ
っ
た
と
い
う
。
年
の
う
ち
一
週
間
開
催
さ
れ
、
遠
来
の
客
を
集
め
る
大

市
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
都
市
化
と
産
業
化
の
進
行
が
緩
や
か
な
、
人
口
密
度
の
高
く
な
い
地
域
に
発
達
し
、
そ
の
逆
に
定
期
的
に
近
隣
の
客

を
集
め
る
週
市
は
、
流
通
の
活
発
な
都
市
部
で
開
か
れ
、
生
鮮
食
料
品
が
多
く
取
引
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
大
市
で
有
名
だ
っ
た
の
は
、
こ
こ

で
も
頻
繁
に
名
の
挙
が
っ
て
い
る
リ
ヨ
ン
、
カ
ン
、
ギ
ブ
レ
ー
、
ボ
ー
ケ
ー
ル
の
諸
都
市
で
あ
る
（D

aniel Roche, H
um

eurs vagabondes : 
D

e la circulation des hom
m

es et de l’utilité des voyages, Fayard, 2003, p. 207 -214

）。

（
47
）	M

m
e de Flesselles, Les jeunes voyageurs en France, éd. cit., t. 1, p. 27, p. 61, p. 67, p. 93 -94, p. 163. 

（
48
）	Ibid., t. 1, p. 93 -94.
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（
49
）	Ibid., t. 2, p. 103.

（
50
）	Laurence Fontaine, op. cit., p. 188 -189 

お
よ
びp. 202 -203.

（
51
）	L.N

.A
.*** et C.T

. *** 

（T
aillard Constant

）, Les jeunes voyageurs ou Lettres sur la France en prose et en vers, Lelong, 1821, 
6 vol. 

こ
の
数
年
後
に
は
、
ド
イ
ツ
出
身
の
知
識
人
で
当
時
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
多
く
の
啓
蒙
書
を
出
し
て
い
た
デ
ッ
ピ
ン
グ
（George 

Bernard D
epping

）
が
、
タ
イ
ヤ
ー
ル
の
文
学
色
を
そ
ぎ
落
と
し
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
書
き
換
え
た
版
を
出
し
て
い
る
（Cabanel, op. cit., 

p. 98 -99
）。

（
52
）	Ibid.,A

vant-propos, p. xxxiii -xxxvi.

（
53
）	Cabanel, op. cit., p. 111.

（
54
）	

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
ペ
ル
シ
ア
人
の
手
紙
』（Lettres persanes, 1721

）、
ブ
ロ
ス
裁
判
長
の
『
イ
タ
リ
ア
書
簡
』（Lettres fam

ilière 
sur l’Italie, 1800

）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
書
簡
体
は
実
際
の
手
紙
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
語
り
の
便
宜
的
手
段
と
し
て
も
広
く
用
い
ら
れ
た
。

（
55
）	L.N

. A
.*** et C.T

.***, op. cit., t. 1, p. 1 -2.

（
56
）	

ペ
リ
ゴ
ー
ル
地
方
の
名
産
品
、
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ
が
十
五
世
紀
半
ば
に
こ
の
地
方
に
も
た
ら
さ
れ
た
故
事
（Ibid., t. 4, p. 227 -228

）、
ソ
ン
ム
県

ア
ミ
ア
ン
で
、
か
つ
て
新
婚
夫
婦
の
初
夜
権
を
聖
職
者
が
管
理
し
て
い
た
史
実
（t. 1, p. 18 -19

）、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
県
ロ
デ
ー
ズ
近
郊
の
洞
窟
や
旧

火
山
の
景
観
（t. 5, p. 22 -23

）。

（
57
）	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
論
を
参
照
。
杉
本
圭
子
「
旅
行
記
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
―
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
あ
る
旅
行
者
の
手
記
』
を
め
ぐ
っ

て
―
」、『
仏
語
仏
文
学
研
究
』
第
一
七
号
、
一
九
九
八
年
、
五
七
―
五
九
頁
。

（
58
）	Charles N

odier, Justin T
aylor, A

lphonse de Cailleux, V
oyages pittoresques et rom

antiques dans l’ancienne France, Firm
in 

D
idot, 1820 -1878, 21 vol.

『
古
き
フ
ラ
ン
ス
…
』
と
称
す
る
だ
け
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
地
方
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
、
オ
ー
ヴ
ェ

ル
ニ
ュ
地
方
な
ど
、
分
類
に
は
旧
地
方
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
邦
語
文
献
と
し
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
。
石
木
隆
治
「
テ
ロ
ー
ル
男
爵
の

『
古

い
に
し
えの

フ
ラ
ン
ス
、
ピ
ト
レ
ス
ク
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
紀
行
』」、『
東
京
学
芸
大
学
紀
要
人
文
社
会
科
学
系
Ⅱ
』
第
五
七
号
、
二
〇
〇
六
、六
九
―

一
〇
一
頁
。
文
化
財
保
護
に
尽
力
し
た
テ
ロ
ー
ル
男
爵
（
一
七
八
九
―
一
八
七
九
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
壮
大

な
企
画
で
あ
る
が
、
実
際
に
出
版
さ
れ
た
巻
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
観
光
旅
行
先
と
し
て
人
気
の
あ
っ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地

方
、
ピ
カ
ル
デ
ィ
ー
地
方
、
自
然
豊
か
な
フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
地
方
、
ピ
レ
ネ
ー
地
方
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
、
そ
し
て
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
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方
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
な
ど
、
国
土
の
一
部
に
と
ど
ま
っ
た
。

（
59
）	France pittoresque, D

elloye, 1835, 3 vol. 

定
期
購
読
の
形
で
、
ひ
と
つ
の
県
に
つ
き
一
冊
の
ペ
ー
ス
で
配
本
さ
れ
た
。

（
60
）	
ア
ン
ヌ=

マ
リ
・
テ
ィ
エ
ス
著
、
斎
藤
か
ぐ
み
訳
『
国
民
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
創
造
―
一
八
～
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
勁
草
書
房
、

二
〇
一
三
、
第
一
章
注
三
〇
。

（
61
）	Girault de Saint-Fargeau 

（Société de gens de lettres, de géographes et d’artistes

）, G
uide pittoresque du voyageur en 

France, Firm
in D

idot, 1834 -1838, 6 vol. 

（
62
）	

も
っ
と
も
、
ひ
と
く
ち
に
「
ギ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ア
ン
ヌ
」
と
い
っ
て
も
、
出
版
年
代
や
シ
リ
ー
ズ
の
種
類
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
や
構
成
は
大
き

く
異
な
る
。
出
版
業
者
ル
イ
・
ア
シ
ェ
ッ
ト
（Louis H

achettte

）
が
最
初
に
企
画
し
た
「
鉄
道
文
庫
」
シ
リ
ー
ズ
（La Bibliothèque des 

Chem
ins de fer, 1853 -1857

）
に
は
ま
だ
記
述
的
な
傾
向
が
強
く
、
町
の
沿
革
や
建
造
物
（
そ
れ
以
前
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
比
べ
、
遺
跡
、
教

会
や
城
の
ほ
か
、
市
役
所
や
裁
判
所
、
橋
な
ど
の
公
共
建
築
物
や
個
人
の
邸
宅
な
ど
へ
の
言
及
が
増
え
て
い
る
）、
自
然
の
景
観
に
加
え
、
新
た

な
傾
向
と
し
て
、
革
命
以
降
、
各
地
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
美
術
館
・
博
物
館
の
収
蔵
品
や
、
散
策
や
遠
出
の
コ
ー
ス
の
提
案
が
加
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
目
を
引
く
。
い
っ
ぽ
う
宿
に
つ
い
て
は
乗
合
馬
車
の
運
賃
や
距
離
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
本
屋
の
情
報
と
並
ん
で
、
全
般
的
な
項
目
で
触

れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
正
確
な
住
所
も
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
主
要
執
筆
者
の
ひ
と
り
の
ア
ド
ル

フ
・
ジ
ョ
ア
ン
ヌ
（A

dolphe Joanne

）、
次
い
で
息
子
の
ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ア
ン
ヌ
（Paul Joanne

）
が
指
揮
し
た
「
フ
ラ
ン
ス
全
国
旅
行
案
内
」

（Itinéraire générale de la France

） （
一
八
六
二
―
一
九
一
四
）
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
前
シ
リ
ー
ズ
と
内
容
、
構
成
の
う
え
で
大
き
な
変

化
は
な
い
も
の
の
、
冒
頭
に
旅
行
者
へ
の
助
言
と
し
て
、
列
車
の
料
金
体
系
や
設
備
に
つ
い
て
の
説
明
や
服
装
に
つ
い
て
の
注
意
が
記
さ
れ
て
い

た
り
、
巻
頭
ま
た
は
巻
末
の
索
引
に
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
郵
便
局
、
路
面
電
車
、
馬
車
や
船
の
発
着
所
や
運
賃
に
つ
い
て
の
情
報
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
た
り
、
本
文
の
前
後
に
ホ
テ
ル
や
鉄
道
、
温
泉
の
広
告
が
何
ペ
ー
ジ
に
も
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
り
と
、
よ
り
読
者
の
利
便
性
に

配
慮
し
た
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。
ギ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ア
ン
ヌ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。H

élène M
orlier, Les G

uides-
Joanne. G

enèse des G
uides-Bleus, Les Sentiers débattus, 2007, 

お
よ
びD

aniel N
ordm

an, « Les G
uides Joanne. A

ncêtres 
des G

uides Bleus », in Les Lieux de m
ém

oire, tom
e 1, « Q

uarto Gallim
ard », 1997, p. 1035 -1072.

（
63
）	M

arie-V
ic O

zouf-M
arignier, « Le genre description géographique et ses équivalents en France dans la prem

ière m
oitié 

du X
IX

e siècle. Productions et finalités éditoriales » dans Les G
uides im

prim
és du X

V
I e au X

X
e siècle. V

illes, paysages, 
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フ
ラ
ン
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（
一
）

voyages, textes réunis et publiés par Gilles Chabaud, Evelyne Cohen, N
atacha Coquery, Jérôm

e Penez, Belin, 2000, p. 141 -

153. 

こ
の
種
の
書
物
の
タ
イ
ト
ル
に
は
し
ば
し
ば « atlas », « descriptions », « tableaux géographiques », « statistiques », 

« géographies » 

な
ど
の
語
が
含
ま
れ
る
。 

（
64
）	Ibid., p.141 -142.

（
65
）	
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
に
成
立
し
た
共
和
国
政
府
は
、
各
都
市
の
人
口
、
土
地
利
用
、
財
政
収
支
の
状
況
な
ど
を
体
系
的
に
把
握
す
る
必
要
を
感
じ
、

各
県
の
知
事
に
情
報
の
収
集
と
報
告
を
求
め
た
。
執
政
政
府
時
代
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
も
こ
れ
を
指
揮
し
た
が
、
全
国
規
模
の
情
報
収
集
が
組
織
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
七
月
王
政
下
の
一
八
三
三
年
に
「
フ
ラ
ン
ス
総
統
計
局
」（Statistique générale de la France, 

略
称

S.G.F.

）
が
創
設
さ
れ
て
以
降
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
はH

ervé Le Bras, « La statistique générale de la France », in Les Lieux 
de m

ém
oire, tom

e 1, « Q
uarto Gallim

ard », 1997, p. 1353 -1082 

を
参
照
。

（
66
）	Jean-Bernard Richard （pseudonym

e de Jean-M
arie V

incent A
udin

）, G
uide classique des voyageurs en France, treizièm

e 
édition, chez A

udin, 1830 -1831, « D
es voyages en France », p. ii -iv.

（
67
）	D

aniel N
ordm

an, art. cit., p. 1042.

（
68
）	M

adam
e de T

astu, V
oyage en France, T

ours, A
.M

am
e, 1846.

（
69
）	Ibid., « Introduction », p. 3.

（
70
）	

た
と
え
ば
第
一
章
で
は
、
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
グ
ル
ー
ズ
の
絵
を
模
写
し
た
こ
と
の
あ
る
姉
の
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
に
呼
び
か
け
て
、
グ

ル
ー
ズ
の
生
家
が
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
ト
ゥ
ル
ニ
ュ
（T

ournus

）
に
あ
る
こ
と
を
告
げ
（
二
七
頁
）、
第
二
章
で
は
食
通
の
ギ
ヨ
ー
ム
に
向

け
て
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
名
産
の
果
実
酒
ラ
タ
フ
ィ
ア
の
話
題
に
触
れ
て
い
る
（
六
一
頁
）。

（
71
）	Cabanel, op.cit., p. 110.　

タ
ス
ト
ゥ
夫
人
の
本
に
は
最
終
章
「
パ
リ
」
を
除
き
、
ひ
と
つ
の
章
に
つ
き
二
、三
枚
の
挿
絵
（
歴
史
上
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
著
名
人
の
肖
像
、
風
景
な
ど
）
が
入
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
代
の
も
う
ひ
と
つ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・

レ
ヴ
ィ=

ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
マ
ニ
ュ
エ
ル
共
著
の
『
フ
ラ
ン
ス
、
す
べ
て
の
学
校
の
た
め
の
一
般
読
本
』（Ernest Lévi-

A
lvarès et Eugène M

anuel, La France.Livre de lecture courante pour toutes les écoles, D
ezobry, M

agdeleine et Cie, 1854 -

1857, 4 vol.

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
パ
リ
か
ら
や
っ
て
き
た
男
性
教
員
が
教
室
の
中
で
、
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
に
呼
び
か
け
な
が
ら
講
義
す
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
、
イ
タ
リ
ア
の
有
名
な
児
童
文
学
『
ク
オ
レ
』（
一
八
八
六
）
の
タ
イ
ト
ル
に
ち
な
ん
で
「
ク
オ
レ
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
（Cabanel, 
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ラ
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す
る
子
ど
も
た
ち
（
一
）

op. cit., p. 112 -114

）。
教
員
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
や
生
徒
た
ち
の
暮
ら
し
に
合
わ
せ
て
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
地
理
や
歴
史
を
教
え
る
。　

（
72
）	

一
八
二
二
年
の
発
掘
作
業
に
よ
り
、
南
仏
ニ
ー
ム
の
古
代
建
築
物
メ
ゾ
ン
・
カ
レ
が
さ
ら
に
大
き
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
し
た
こ
と
（
一
七
一
頁
）、
ピ
レ
ネ
ー
地
方
の
ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン
の
城
塞
の
改
良
工
事
が
一
八
二
三
年
に
行
わ
れ
た
こ
と
（
一
八
五
頁
）
な
ど
。

（
73
）	G. Bruno, op. cit., p. 4, « Préface ».

（
74
）	Ibid., p. 132 -139.

（
75
）	Ibid., p. 230 -234.

（
76
）	Jacques et M

ona O
zouf, art. cit., p. 277. 


